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序章問題と仮説

■問題は何か●根本にある問題は◆一つには日本住宅のプロトタイプがもっている

“特徴点の型”はどんなものか、またこれは外国に対しても特徴点と主唱して言えるのか、

日本だけが孤立して持っていて比べられないのではないか、世界に通用するような普遍』性は

ないのではないか等の疑問に答えなければならないということである。

上の問題中、後半の普遍`性（日本住宅型的住宅構成空間の類の存在）の証明は後出の●

もう一つの問題（文化型としての相似住宅型〔アルタイの帯〕の存在の問題）の解明のとこ

ろに譲るとして、その前に日本住宅の住宅構成空間の型の特徴点を明らかにして置かねばな

らない。この“特徴点の型，，について、筆者はこれまでのＨ本住宅の先人の研究・筆者自身

の研究により、次のように考えている。

○日本住宅構成空間の性質

Ｏハード面：日本住宅の構成空間はまず床の種類によって次のように分けられる。

〔空間〕〔士間〕〔土座〕〔床上座〕

（鱸）（旱枇圭加工材）（鰯手彗騨裏Iij藤）（製重J'ij畳牛烹材）
。この空間の意味づけは、主に内立面の仕様.それに天井と床の仕様が重ねられて行われ

る。下に、その内立面・天井の仕様を載せる。上を併せて見ていただきたい。

〔床種別空間〕〔土間〕〔士座〕〔床上座〕

（立面仕様）（壼睾古手雇古）（板同帯戸袋戸）（服棚榊欄間）
（天井仕様)(吹き抜き梁現わし’（宅亭糞売繍わ）（竿縁天＃化粧天井）

・全体として中心軸がなく左右対称でない。

Ｏソフト面：坐式生活を基本とし、接客・供食・客寝空間は同一空間（床上座）を使用する

が、ふだんは家族もこの部屋を使用する。

：空間・坐空間に方向性（上下・表裏）や定位性（ヨコザ、キャクザ、カカザ等）

がある。が、これは格式性とは異なる。

・空間は機能によって分けられず、融通的な使用をする。形態は必ずしも機能に従わない。

平成３年８月25日原稿受理

大阪産業大学工学部

－１６７－



・旧型部分（床上部分）の頑固な自己形態維持の傾向がある＝近代的発展は旧部分を残し

（＝不変部分)、土間・続棟・付加棟・２階・別棟等を近代化させる（可変部分）方向

をとる。つまり、日本住宅の空間構成は、全体が近代化し全部が近代化部分で占められ

るのではなく、旧部分は基本的に変化せず、新たに加えられた部分を自己流にいわゆる

近代的に変化させて、その新旧２つの部分をあわせて持つ形でできている、ということ

である。

以上をより具体的に言えば、日本住宅はザシキ的空間・ザシキ的使用を残す住宅であり、

イスーベッド・椅子坐様式の西欧の住居様式とはハード面でもソフト面でも異なるものであ

るということである。しかもその根は歴史的にもまた習`慣的・心理的にも深いものがあると

考えられるが、このような住宅把握に対し批判と時には激しい攻撃が行われて来た。

この攻撃は例えば、ザシキ等は日本の古い生活体制の産物で世界に例がなく普遍性はない、

近代化の日本では直ちに破棄されるべきものであるという類のもので、これが建築学界在来

一部の強い意見であった。が、これに対し果してそうなのか、“それらは存在すべき理由が

ある”のではないか、という疑問が沸いて来た。また、何虚か他の地方にそれと同様のもの

がありその存在意義を証明するものがあるのではないかという議論も起こって来た。ザシキ

等に対しての“存在無価値論”“古臭い封建的遺制物論”等の激しい攻撃に直面し、民家研

究者や住宅研究者等が上に述べた「ザシキ“存在有価値論，'」「外国での“有証拠実在論"｣を

立ててその立証を構想したとしても、ことの流れから見てそれは十分に自然の理のあるもの

と考えることができよう。

では、上に述べた“他の地方”とは何虚のことを言うのか。これには以前から、北方説・

南方説・中国大陸説・アイヌ説・その他の地域説等いろいろのものがあった。今回はこれを、

住居建築以外の他の文化的特徴をも勘案し、大陸それも漢族の北に住する諸民族に求めたの

である。これらの諸民族は、夙に言語学では日本との類似性が指摘されている。併し、それ

らの諸民族は、言語ばかりでなく被服や立ち居振る舞い、嗜好や心性、音楽や絵画等も似て

いると言われる。この点、住宅はどうなのか。住宅も似ているのか。併し、住宅の何が似て

いるというのか。これらのことを知りたい。ただこの“似る，，という言葉を、単なる常識的

な内容＝構造素材や形態上の根原型的相似として理解するのであれば、本研究の意義は無い

も同然であろう。

大陸の住宅に関しては、戦前・戦後にかけて希少ならざる研究がある。戦前の昭和１０年代

における朝鮮族についての今和次郎氏の研究や満族（元は満州族と言った）についての村田

治郎氏の研究、それに戦後昭和50年代からの青木正夫氏の漢族の研究その他である。これら

の研究特に前２者は、建築の研究を越え生活採集的研究にまで及んでいるので、当時として

は進んだ研究であった。が、どの学問にもある初期の形態学的・博物採集学的追究の範囲と

いう性格を免れず、後者の場合は戦後の研究故機能主義を検した進んだ形態を採っていると

しても、機能に重きを置くため意味を疎外した限定的生活機能への形態対応の、従って形態

密着的な研究になっており、空間問題を心理の奥深〈にまでいたって検討するということが

出来ないでいるとﾉﾑ(われるのである。このため住宅空間（様式）における日支同文か異文か

の問題を特定できないでいるし、民族的居住空間概念が把握できないでいる。この研究は学

問の世界では近代計画学の代表的な研究と見なされているようであるが、もしそうならばこ
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のことにより近代計uni学の限界が見えるとも考えられるのである。

これらの研究に関連してより大事なことを述べるならば、前者・後者ともに戦前・戦後の

１世紀に近い時間を費やして培養されて来た日本'や西欧2における文化に関する諸研究を、

一部は取り入れたとしても、大部はこれを取り入れずになされた研究であり、ましてそれを

消化した形での方法を提出しているわけではないので、文化の深いところまで到達して説明

することが出来ていると認めがたいものである。日本の住宅研究がこのような経過・背景を

もっているという事情を弁えた上で、本研究が新たな追究を進めようとするものであるとす

れば、それは上述の西欧の諸説．Ｈ本の諸説をも消化した形でとり入れた後、その上に自己

の発明性を加味した形での論理のスキームを文化評価尺度として持ち、より根底のところで

日本と大陸諸地域の住宅の特徴点の同異を刷り出し示すものでなければならない、というこ

とになろう。では、その根底とは何かというと、それは形の相似に止まらないより深いもの、

つまり“文化的相似，，ということになろう。これにも多くの事項が考えられるが、ただ注意

すべきは、昔から言い古された金科玉条や文化の形のみで判断しないということである。例

えば、“日支同文”“アジアは一つ”“世界どこでも生活の進化の形は一つ”等の概念を金科

玉条として出発した場合、初めから根本的に間違えてしまう危険がある。また、木造や瓦等

の物・形で判断すれば、それも本質的な齪鶴を来たす危険がある。が、住宅の学問の世界で

は、この金科玉条・先入観・危険の多い考え方で研究が行なわれている場合が意外に多い。

翻って、上に述べたものとは少々異なるもので研究が進められる可能性について示そう。

それは形でなく形'で見るのであるが、前述の“機能的な形”でなく、“文化に関わるもの”

或いは“文化に関わること”としての形'で見るのである。例えば、“ザシキ'，によって見れ

ば如何。これは単なる空間（＝形）ではなく“意味のある空間”（＝形'）であるので、問題

は違って見えて来る筈である。これはやがて、ザシキを使って行われる或る種の生活行為の

相違・相似の問題に、更にその生活のやり方・考え方の相違・相似の問題に、更にその様式

の相違・相似の問題に広がって行く。その他の問題、床の“しつらえ方”や“使い方"、床

上の“座の取り方”や“壁の飾り方”等も「文化の問題」として扱えたとき、その意味が明

らかになる。これらを明らかにすることが、そしてそれらが或る意味で日本のものと同質で

あるものがあることが明らかにされる場合、日本の“文化，，“住宅”“居住様式”等はく孤立〉

しているのではなく、Ｈｔ界の中で通用する特徴点をもっており、その同質者が多い場合日本

のそれらは世界の中で多くの同類をもつものであることが証明される。

●根本にある問題の◆もう一つは、日本の住宅の形に相似の住宅の近隣型は具体的には、

日本（大和)－韓国・北朝鮮（朝鮮)－中国東北（満)－中国北部（蒙)－中国西部（維〔維吾

耐＝ウイーグル／トルコ族の一派〕）の帝、つまり日一鮮一満一蒙一維（士）の帯として

連なっているかも知れないということである。し）かもその帯は、住宅以外の文化的特色も相

似な｢文化の帯」と考えられるということである。

これは、住宅を文化の現れの一つと見たことによる判断から来ている。一般に、文化現象

の根底に『言語』があると言われており、世界の言語は一応その学界における親疎の規準が

あり、それによって類分けされている。このやり方で日本語も類分けされているが､膠着語・

吾韻対応規則・祖語の‘ら行，不使用等の諸特徴点の指摘で、上記の帯の地域にくくられて

いる。これをこの学界では“アルタイ系”の言語と呼ぶが、この学問の世界では久しくこの
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ように定義付けられていた。しかし、現在ではこれに異論３も出ている。本研究は、文化そ

れも深層（文化の深層）からする新しい文化の研究を目指すものであり、そして結果として

“日本文化アルタイ系論”の可能`性を提唱するきっかけになるかも知れないものでもある。

ただ、これは言語＝文化基礎論の立場と異なることを断っておこう。逆に、言語の底に潜む

文化＝言語感情(文学にも通じるもの)を基底にした研究で､この基底の物に感ずる感じ方イ．

その表現のし方がその他の生活事情にも潜在しており、衣・食・住の文化の現象の形で出て

来ると見るのである。つまり、料理や被服や住居も言語の一種であると見るのである。この

ところが他の研究と異なっており、私の研究の特徴ともなっていると考えているものである。

以上述べたように《住宅は一つの文化現象》という立場を採る場合、文化から住宅を見る

のでなく、住宅から逆にこの地域の文化の相似性を測ることが出来はせぬかということが考

えられる。文化学の学問の世界では、これまで言語学がへツダーつまり案内人であった。し

かし上の事情により、住宅学が、というよりも住宅文化学（更に正しくは〔生活文化学〕、

習`慣・習性等も含む）がもう一つの案内人になって追究することが出来はせねかということ

である。この方向は、文化科学の中ではこれまでになかったことであり、画期的なことと考

えられる。もし、このような含み（含意）で形'の追究がなされ、それによりこの帯の住宅・

生活に近縁の関係があるという結果が立証されるとするならば、それは即ち住宅文化につい

ても帯があると考えてもよいと言えるのではあるまいか。そして、この帯の外の文化がこれ

と異質の性質を示すということが何らかの方法で立証されるならば、上述した言語の上で近

縁の関係にあるものは、文化（住宅）の上でも“アルタイ”の線の上にあると考えてもよい

のではあるまいか。このことは逆説的に、言語とはまた違った言語を超えた場面で、文化の

他の側面（住宅→生活）の“アルタイ”系を証明することになるのであるとも考えられる。

●因みに、住宅はその表示の中に◆“言語性”“広い意味の言語”の性質をもっている。

このことについては、既に1978年に拙稿の論文扇がありそこで触れているが､これを筆者は｢住

宅の．ランゲージ`性，」と呼ぶことにした。この、住宅が“ランゲージ性”を持つことの仮

説は、日本でまた他の国で検証されることが要請されるが、この中国での検証も、今回の中

国住宅の研究の目的の一つになっている。日本ではこのことは、建築計画学（そのうち特に

住宅学・住居学）が民家学・民俗学と結び付けられることによってかなり明らかになって来

ている。が、今度の中国行きにより中国に関してこのことを部分的であれかなり鮮明に証明

出来る可能性が出て来ている。もし、このことが証明出来るならば、この課題（住居の“ラ

ンゲージ性"）は重証的に証明されることになる。

■仮説は何か●ここでこれまで述べて来た仮説をまとめれば次のようになる。

ｉ）日本住宅の形と言われるものは型ではないとも言われるが－つの型と認めてよいか

ｉｉ）外国に日本住宅の型の類型は存在するか

iii）日本一朝鮮一満州一蒙古一新彊の住宅・生活の文化的特徴は相似か

ｉｖ）これを言語とは別な観点から見た文化的帯“アルタイ系”と言えるか

ｖ）日本住宅の諸特徴は文化の型としては孤立せず一般的普遍的であるか

ｖｉ）日本住宅はその存立に意義があり近代化の為に滅ぼしてはならず保存すべきものか

vii）住宅は“ランゲージ'性”を持つと言えるか
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これらを完全にとは言わないまでも、少なくとも幾分かは前進させ、部分的でよいからよ

り鮮明に証したい。

(注)’：日本では柳田国男氏・折口信夫氏や原田敏明氏・福田アジオ氏等の諸論。

(注)２：西欧ではマルセル・モース、レヴイーストロース等をはじめとする幾多の西欧文明

対他文明の等価値論者の論。

(注)３：“日本語はアルタイ系に入る”とする説と、“入らない，，とする説がある。

(注)』：この問題は突き詰めれば“或る人間集団の‘味，‘味わい，‘嗜好性，”つまり“或る民

族の‘味，‘味わい，‘嗜好性，の問題，，ということになろう。

(注)５：「対馬のヒロマ型住宅の研究（農村住宅の生活構造論的研究その14)」－空間構成の

意味の解明―持田照夫日本建築学会大会学術講演梗概集（関東）昭和53年１０月

ｐ59～60、この中で“広い意味の《言語>”特に住居空間形態の言語性について言及

している。

仮説構築のための参考資料

○準備ノート以下に、上に到達する途上で準備的に考えたことを要約して掲げる

・本研究に取り組む問題意識

何故この仮説を立てたか、その背景にあるもの

ｉこれまでの諸説に対する疑問（日本・中国の同文性等）

何故“日支同文”なのか、“アジアは一つ”なのか・→これらは大疑問

これを“習性"、家作り方の習性・使い方の習性で見る９今度の研究

ｉｉ日本人の西域志向（西域に思いをはせる日本人）

何故“西域”なのか、何故“華中”でないのか・→文化伝達の飛び越え

その真意を今度の調査で探る

ｉｉｉ血の問題（民族の嗜好性）

何故“和魂漢才”なのか、“漢魂”でないのか・→排易姓革命科挙官官

その差異を今度の接触で探る

・日本文化を取り巻く環境認識のこれまでの潮流

ｉ諸学の方向

言語、文化様態、文化伝播、宗教、民族、民俗、風土・→欠住居・心理

ｉｉ建築的とり上げ

建築様式、意匠様式・→“もの”として見る、欠“こと，，＝文化の見方

ｉｉｉ欠落している方向

生活様式、嗜好様式、表現様式・の建築デザイン・一般デザイン・意匠

の側から見る見方

無意識界、日常習'慣、民族心理・・日常行為・集団行為・特別行為、特

に宗教以外の祭り・儀礼行為および

住宅内における社会的行為の範蠕

・提案住居文化に関し、言語のアルタイの帯にあやかり、住居の

アルタイの帯の認識
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の提起

･仮説命題今次研究上の仮説命題主文

ｉ建築について

①日本に存在する住居構成空間に相当するものがアルタイの帯の民族の

それにもあるのか

②日本に存在する住居空間構成に相当するものがアルタイの帯の民族の

それにもあるのか

③日本に存在すると認められている建築様式・意匠様式と同様なものが

アルタイの帯の民族のそれにもあるのか

④日本に存在すると認められている嗜好様式・生活様式と同様なものが

アルタイの帯の民族のそれにもあるのか

・これまでの他人の気になる仮説

ｉ建築の淵源について

①昔は同じ堅穴だったのに何故日本と中国は今このように分かれたのか

／建築学者Ａ氏の疑問

①Ⅱ上への疑問昔中国と日本は同じ堅穴だったか、堅穴は成長するか

ｉｉ建築家のセンスの突出

①俺（ある建築家）が好きそうな建築・部分・デザインだ（中国の－デ

ザインを見たときの建築家Ｓ氏の嘆声）

①'上への疑問建築はそもそも民衆がつくって来た｡現在建築家の力が

クローズアップされて来ているとはいえ､その基調は変っていない筈

である｡建築家の嗜好で日本の住宅の方向が決められてよいのだろう

か。

･仮説命題の検証の方向

ｉ相似の追究（アルタイ系の相似）

ｉｉ非相似の研究（アルタイ系以外との）

○出張報告書：書類として大学に提出したもの

・研究の仮説（本研究の力点，）

住文化の帯の確認一日・韓・鮮・満・蒙・ウイーグル族の住文化の帯一

既に、韓国・朝鮮・満州の住宅については、昭和初期今・野村・村田、戦後吉坂。既に、韓国・朝鮮・満州の住宅については、昭和初期今・野村・村田、戦後吉坂・鈴木等

により調査・研究されて来たが、これらの研究は民族単独・無比較の調査研究で、日本との

文化の類似比較については行なっておらず、ましてその民族性の深層にまで達しての研究は

なされていない。本研究者は、既に1986年７～８月と1990年５月の２回にわたり、日一韓

間の住宅の土間や板間・畳間・紙張り間・紙障子・襖障子・板障子・天井仕上げ等ハードの

面、間取り・意匠の仕方や大壁にせず真壁にして柱・壁を意匠的に尊重する等ソフトの面、

上足・座る式等の生活起居様式の面等に類似性のあることを把握して来ている。この傾向が

上述アルタイ系諸族にも存在するかを見、確認するのが今回の研究の目的である。

－１７２－



Ｉ章調査の経過

今回の研究は、序章に掲げたⅡ的を達するため、次に示す範囲の調査地に対し、以下に示

す調査員で、後に示す調査基準'を用い、本章で示す行程・日程で調査を行なった。

調査の範囲：中|工1のⅡ中部|・'南部|・'北部|｜・’〔両北部〕・〔両部〕・〔東北部〕・〔蒙古部〕｜

尚、詳細はⅡ章参照のこと

この地域は中国の華中・南西部を除く広大な地域であり、一回の調査ではその概貌を掴め

ないものであるが､仮説を立て､生活型ないし文化型の特徴点に焦点を当てる形で調査したの

で、小規模調査の割りには成果が上がったと考えている。

参加調査員：持田照夫・深沢大輔・神戸信俊・持田昭子

調査の日程：前期調査1990年７月24日-31日、後期調査1990年８月１日～21日、詳細は本

章参照のこと。

調査の行程：詳細はⅡ章で説明するが、その大略は本章（Ｉ章）でも知ることが出来る。

･調査の日程並びに行程

前期調査と後期調査に分けて行ったが、それを表にして以下に示す。

(注）１：今回は紙面の都合で掲載割愛。
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中国民族住宅研究一前期日程表一（実行日程表）

－１７４－

ﾉ弓［Ｅ「 とＦ官了丁 ｑ二穆乏 ﾌi麦２
￣￣

i／

７／２４

(火）

〔出発〕

15:３５大阪発

CA922便

１７:３５上海着

0紅橋迎賓館へ

● レセップション

中国側

外事弁公室

(受け入れ側）

｣jii淵il,同献学 上海泊

７／２５

(水）

上海市設計院にて

持田照夫

態論講義

設計院側

都市計画施設

計画説明

外部にて

上海市都市セン

夕一を見学

O上海市郊外農家

見学

上海泊

７／２６

(木）

１０:00上海発

１２:0O広州着

主要建築物見学

0清代の書院

中山記念堂

広州博物館等

郷土料理試食

(子豚･蛇料理）

･H1ﾚｽﾄﾗﾝ卿

広州泊

７／２７

(金）

塔（六椿）

･広州の住宅団地

友誼商店等見学

11:5O広州発

１２:50桂林着昼食

０８軸ﾚｽﾄﾗﾝ

･lWjli艀0住宅見学

(二雌三台'1i1.8iHlMi）

･夕食ホテル

･夜の市街地見学

0店屋見学

(|M1龍ＡＭＩ'１厘lilH6） 桂林泊
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７／２８

(士）

郊外地見学並0に

滴江川下り

A沿線の住宅見学

桂林市内

滴江川下り

A沿線の住宅見学

市場(友誼商店）

見学 桂林泊

７／２９

(曰）

桂林郊外

0住宅地見学

住宅見学

0運転手の家AP

O銀行員の家AＰ

桂林|曰蹟

０清代の城館見学

１８:１０桂林発

２０:４０北京着

北京泊

7／３０

(月）

北京古蹟

万里の長城

見学

他

明の十三陵

見学

さよな
＞

ｂ－

レセプシォン

(中国側受け

入れ実務班）

｡〔王府井ﾍﾟｷﾝﾀﾞﾌﾟｸ〕 北京泊

７／３１

(火）

北京見学

0故宮

見学

0天壇

見学 北京泊



(実行曰程表）中国民族住宅研究一後期曰程表一

８／０
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ﾉＥＩＥＩ =千二Ｆﾖ｢f丁 午二T三三 不安Ｅ 乏白

８／０１

(水）

8:3O北京発

10:30蘭州着

市内への道

2時間,途中故障

窓外見学

都市諸施設見学

白塔山公園

見学

都市計画

傭撤

市街見学

公園沿道

自由市場への道

自由市場

0宿泊館 蘭州泊

8／０２

(木）

8:30蘭州発

9:20酒泉ﾚﾌﾟｸﾞ

10:20敦煙着

ホテルへ

休息

市内見学

市内風景

絨毯工場

住宅

0回族の家

砂漠

天の池･寺院跡.

ラマ寺見学

交通は

酪駝騎乗 敦煙泊

８／０３

(金）

漠高窟

第三二A･Ｈ１二ｔ･Ｈ１ﾆル

二N二･二H1ルーZ'六・

二三一・九六・一ZIA

窟等吃

見学

馬の塔博物館

見学

0映画撮影所の跡

(三国史の舞台

跡か）を

見学

ｒ ●

敦煙泊

８／０４

(士）

１０:３０敦煙発

１１:30烏爾木斉着

ホテルへ

昼食

市内見学

モスク，(ﾎ鴎ii）

モスク２(髄ﾀｲﾙMり

見学

）

ｒ、

大会堂見学

烏爾木

斉泊
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8／０５

(曰）

体`息

吐魯番行き

バスにて

9:30烏爾木斉発

･途中農村観察

吐魯番農村着

農村見学

0農家，

0農家２

見学

吐魯着

藤棚下の接待

を受ける

民族踊りを見学

0宿泊館

吐魯番

泊

８／Ｃｅ

(月）

文化跡見学

･三蔵法師寺跡

モスク（蘇公塔）

等見学

烏爾木斉へ/ﾊﾞス

千仏洞

火炎山

･古墳･工芸館

等見学

烏爾木斉着

`烏爾木

斉泊

8／０７

(火）

0ウィーグル族の家

(吐家）見学

ＡＭｌＯ：３０

天山山脈景勝地

天池の山水自然

0ハザック族の包

等見学ＰM3:００

烏爾木

斉泊

8／０８

(水）

O朝鮮族の住宅

見学

ＡＭｌｌ：３０

O漢族の住宅

見学

烏爾木斉発２０:００

喀什着２２:00

0ホテル／片仮名

=〔》j/ﾕｶﾞﾙ鰯ﾎﾃﾙ〕

夕食２３:0０ 喀什泊

Ｓ／０９

(木）

文化跡見学

モスク

墓

広場

モスク

１

２見学

スーク見学

･僻屋,宝砺,ＨＷ雁，

あらゆる耐ここにあり

0ウィーグル族住宅

(巾11皿）見学

ｒ、

夕食後

民族踊りを

見学

喀什泊
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８／１０

(金）

モスクの朝の祈り

見学

伝統工業見学

ililI陽,鰍工場,ﾅｲﾌ

ｴ胤鰡I鰐見学

絨毯工場見学

ｳｨｰｸﾞﾙ族居住地区

0住宅見学ｴﾌﾀﾙﾎﾟ

民族幼稚園踊り

見学

１９:00喀什発

20:30烏爾木着

上7日とl司じ宿

烏爾木

斉泊

８／１１

(士）

9:00烏爾木斉発

(北京空港滞留

３時間）

１６:001】合爾濱着

ホテルへ

･途中の農村

景色等見学

ｒ、

･宿泊館(ﾎﾃﾙ）

U合爾漬

泊

８／１２

(曰）

１０：３０－１２：００

黒龍江省の

建築学会の人

市設計院の人

達と交流

昼食（市中央）：

勝利公園

･北海公園

･極楽寺

商場等見学

夕食（同左）

0合爾漬

泊

８／１３

(月）

住宅見学

建築学会職員の

0住宅見学(漢族）

駅BIO周辺見学

列車にてu合爾濱発

･沿線農村観察

15:00長春着

市内見学

諸建物

民族館前踊り

ｒ、

0宿泊館(lii雛宅） 長春泊

8／１４

(火）

文化跡見学

吉林省博物館

０（|曰王宮）

０（王妃宿所）

．|曰都ﾎﾃﾙ見学食事

市街建物見学

.'H噸詞令鰐lHHﾎ澱

01H関東軍司令官！

住宅地見学

.'Hﾛﾎﾊ駐|X見学 長春泊
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Ｓ／１５

(水）

10:00長春発(砿）

A窓外農村観察

･車内施設設備

等見学

14:30藩陽着

ホテル

市内見学

夕食

藩陽泊

８／１６

(木）

文化遺蹟,見学

東陵

(漬初代二代墓）

餃子屋

食事(昼食）

文化遺蹟2見学

故宮

(間|j畝iiの鯛）

団地見学

諸民族混合地区

ｒ、

･宿泊館 藩陽泊

8／１７

(金）

8:00藩陽発(1MTMI）

〔９:30北京着〕

天安門

人民大会堂

ヰ和園等見学

0食事(ｷ棚棚太后館）

0昆明寺見学

〔１６:00空港着〕

休息食事

〔19:3O北京発〕

21:00呼和浩特着

0内蒙古賓館

意匠･仕様良

(23:00ﾀ食そＩｊ.

羊Ｍ１娘）

呼和浩

特泊

８／１８

(土）

白麦村

0包群村の包

民俗塔

O蒙古族の住宅

等見学

･食事(日謝内伝MiIi餓式）

文化的建造物

･蒙古の寺(Ｅ１謝内）

市場

等見学

呼和浩

特泊

S／１９

(曰）

歴史的建造物

･白塔(航･Ｍ１七重）

見学(AM9:30~）

(ﾉ伽馴あり,仏舶）

(j(鞠M,航纈の作）
Ｐ

体育館見学

｡(剛山)|<ﾛｷﾞ伽ﾎに96）

昼食(ﾎﾃﾙﾆﾊﾟ鈷餓）

博物館見学

(覚ihiMio綴賦ｵ)かる）

ｒ ●

呼和浩

特泊



８／２（］

(注）ｒ､：レセップシヨンのあったことを示す

◆：調査住宅………（外観内観実地見聞）

◇

▲：重要参考住宅…（外観見聞）

△

▼

▽、

●●●：重要参考建物…（ﾀﾄ観見|剤）重要度極大

●●〃重要度大

●〃重要度普通

。：参考建物街区…（外観兇'１１１）

（注)’：調査基準は、研究の仮説設定(序章）・調査計uｌ１ｉ（序章・I章）があって初めて考え

出すことが'１}来るものであるが、この仮説設定は序章に}|}ているものの外以下に示

すものがあり、これが研究意図をよく示し調査基準を割り出す方式様式過程を説明

している面もあるので、後に資料として資料の部に掲げることにする。

（但し、今回は掲載できなかった)。

Ⅱ章訪問の住宅

はじめに訪問した地域とそこでの経過、つまり行程について述べ、次に訪問した建築や空

||}]を施設別に一覧表にして示す。この''１で訪問住宅を一まとめにし分かるようにした，

◇行程

前期行程と後期行稗があり、それを旅の地域的Ll的・地域的活動状況等をも交え訪Ⅱ1]し

－１８０－

８／２０

(月）

８／２１

(火）

8:4011平和浩発

窓外農村観察

(１０:００北京着）

元降商場(｝糟･〕i(W）

･(ﾃﾞｻﾞｲﾝ･'楯と()にmlli）

空港へ

帰国手続き

(手間取る）

IJq海賓館

食事

中国医療被施術

(１９:４O北京発）

(１７:１０軒趣ｊＥｊｌ）

１２:３０上海発

１４:３０大阪着

帰宅

２２:OO上海着

東湖賓館

遅夕食(柵1鍵にて）

特産食(鯏鮴:）

特産文物展観

〔帰着〕

上海泊

<大阪〉



た順序に述べることにする。

●前期行程

ｉ）学術交流

上海：上海市設計院にて

持田が「講義」を行なう。内容「伝統保持と革新｣。

出席者：上海市設計院職員・上海市実施設計担当者．同済大学教授中国建築学会

会長載復東氏・他50人。

先方から市の計画改造状況の説Iﾘjを受け意見を求められた。

回答：旧市街を壊し全く新しい市街を造る愚を説く。

使える空間・美観・文化財・技術が失われるだけでなく、経費も２倍も

かかる故。改造でなく新市建設を提言。

北京：外事辨公室職員との交流にて

副所長屈氏の助言を得た。

内容：中国の住宅を究めるなら北京の囚合院を、都市を探るなら西安を見るべ

きであると。古い市街・インドから高僧が持ち帰った経典翻訳用の塔〔大

雁塔〕等ありと。

回答：この重要性は認識するが、今回は目的が異なるため割愛し次回を期すと。

応え：了解と。

ｉｉ）ＩＩｌ国諸都市の住宅及び居住状況の視察をすることが111}来た

上海：居住地としての都市を見学、近代中国の都市開発の状況を知り得た。

近代式居住諸施設を知り得た。

例，＝大統領宿泊用として準備されたという虹橋迎賓館に泊まる。

（但し、カランが壊れていたり。ドアの戸締まりがよくなかったりで、中

国の現代の技術水準・補修水準を示していた｡）

例２＝事務所建築日常仕事の場としての設計院の建物見学。

例３＝大衆が日常使用するものとしてのレストラン（設計院の建物に付属）使用。

例４＝建設中の高層建築の室・喫茶部見学。

例５＝大ホテルの演舞場にて卉楽鑑賞。

（設計・材質・表面・意匠に納得できないものあり）。

近郊蔬菜農家を見学することが出来た。（戦後開発入柿地）

◆住宅（２ＬＫ２層２川帯、これにより農家の住居水準の片鱗を知り得た）見学。

広州：伝統的建築を含め、諸施設を見学出来た。

中山堂見学。

情時代の寺。

情時代の書院を見た。

博物館を見学。

塔（七i電の塔）を見学。

桂林：住宅・城館を含め、諸施設を見学することが出来た。

日本風レストラン（熊本の人の設計、和紙・木肌・臭い等良い）

－１８１－



清時代の館（柱朱色が横架材の所を貫いている、清様式か）を見る。

◆住宅］（２階建て四合院形式、８家族居住）飛入りで見学。

◆住宅２（２ＬＫのアパート、運転手の家、絨椴敷き、整う）見学。

◆住宅３（２ＬＫのアパート、銀行員の家、絨椴敷き、整う）見学。

この家は路上で案内の陳さんが頼み見せてもらう。

住宅地（上述の住宅２．住宅３がある住宅団地）を見学。

市街地（朝食は家族全員路上外食、昼は帰ってまたは職場で食べるという、ただ

し路上の清潔度は疑問）見学。

北京：古い由緒ある建造物．跡趾を見学した。

万里の長城を見学・登肇。

明の十三陵を見学。

故宮を見学。

天壇見学（この一点だけは後期の行程に入るがここに記す。［昭帝門一皇弩宇一

祈年殿］と結ぶ結構の面白さに加え、皇弩字に皇帝の位牌．左の殿舎

に風の神・右の殿舎に気の神等を祀っていたのが面白かった。これは、

宮中の〔賢所・神殿・皇霊殿〕と似ているか／アルタイ系の特徴か)。

●後期行程

ｉ）研究的に諸地域・諸都市．諸地方．諸施設（一般施設．文化施設）を訪問すること

が出来た。

①蘭州・敦煙を中心とした居住状況を知った。

蘭州：この急速工業化人口集中都市の全体と都市計画を知り得た。

白塔山公園計画を知り得た（市民生活中心の公園)。

都市計画を知り得た（白塔山からの鳥113tによる)。

回教寺院の外観を得た。

回教住居を外から観ることが出来た。

敦煙：文化財．住宅を見学出来た。

漠高窟を見学（鮮卑等往背の住民の壁Ⅱ''１、モチーフ〔例、雷神図〕日本に似るも

のあり）。

◆回族の住宅を見学（三合院形式、綺麗に整っていた)。

馬の塔見学（砂漠では如何に馬が大切な家畜であるかを知る）。

映画スタジオ村見学（色々の種族の住宅・商業建築・官庁．城．壁等)。

②烏永木斉及びその周辺の居住状況を知り得た。

烏が木斉：宗教施設．集会施設．居住施設．等を見学。

大会堂でこの地域の外辨の方達と会合と食事をし館内見学。

回教寺院，（木造）を見学。

回教寺院２（石造）を見学。

◆住宅AＰ（ウイーグル族の家、３ＬＫ、夫運転手．妻公務員、居間は床絨椴敷き．

壁２面絨鍛飾りで共に美麗、家族は椅子式生活。但し、妻の父母来家時客室の
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ベッドの上で床坐食をする［父ウズベック族・母ウイーグル族]、フトンは積

み上げ式・客接待は木の卓に菓子、山盛り豪華・美麗）見学。

◆住宅AＰ（漢族の家、壽さんの夫の祖母の家、夫大学教授・妻専業主婦、金持、

室内整備、床敷も床坐食もなく、椅子食、一日中椅子生活）見学。

住宅地区（階段：日本と同じ、狭く汚い）見学。

③吐魯番及びその周辺の文化と居住状態を知り得た。

吐魯番：農村住宅２戸を見学調査することが出来た。

◆農家住宅］（男寡夫、－列室型住宅、寝室は土間床上座型、床上は絨椴敷き、

壁は織物〔絨鍛か〕で被覆、天井茅様織物で空見える、前庭は敷物を敷き、客

接待・家族団藥をする。戸外寝〔縁台様台〕、前面は窓広〈開口、他室は神室、

天井筒丸型〔かまぼこ型〕、現在物置様使用、色々の大きさの壁のＷ|み〔押入様〕

あり。／ウィーグル族の家)。見学

◆農家住宅２（住宅，から北に数軒の家。住宅］より女主人自ら案内、間取りは

住宅］と同様、但し寝室隣の部屋は天井が平で、寝台を置き寝室に使用。客接

待は主寝室の床上に小机を出してその上に菓子を盛り出す。前庭葡萄棚下は住

宅］同様、敷物を敷き接客・家族団蘂の場とする〔少女がこの敷物の上で寝そ

べっていた〕・家の西側塀の蔭にベッドを出し屋外寝をする。屋敷の門の脇の

小川は野菜・食物・身体等の洗い場・避暑気場・水浴場として使用している／

ウィーグル族）見学。

吐魯番：文化・生活を知り得た。

民族踊りを見学することが出来た。その優雅さ．うまさ・大胆さ・絢燗さ・姿

勢に感激／ウイーグル族（加藤九酢氏や国連大使等も見学していた)。

モスク見学。

三蔵法師宿泊寺院廃趾見学。

火炎山見学。

千仏洞見学（ドイツ人の文化財持ち去りの余りの惨さに驚く）。

古墳見学（ロシア人の盗堀の跡あり、これで文明人かと思う）。

④白雪を頂くキレン山の中に青き自然とその中に暮らす生活を見る。

天池：砂漠の中に自然を見ることが出来た。緑の山・清水・澄んだ湖・雪嶺。

緑の自然、泥色でない清水、青、緑、澄んだ水、澄んだ空／長野県の様（白馬岳

近辺の様)、黄河の濁りを見て来た眼には新鮮・清例に見え驚異､中国では稀有か。

◆テント住宅見学（床は草の上に絨鍛を何枚も敷きつくる、テントは羊の皮、丸

型、壁は２面に絨鍛を覆う、イロリは入り口の方向を残し３方に坐る座あり、

客の座・主人の座・妻の座。Ｈ本の農家の客座・横座・鳩座と似ている／ハザ

ック族)。

⑤（烏示木斉）再訪

◆住宅（朝鮮族の家、クンバン〔ハナ］・トウルチェ・セセツチェ灘の３部屋構成、

床は敷物を敷き、そこを家族談笑に使い、客を接待して飲み合う／沖縄住宅の

一番座・二番座・三番座に似ているようで面白い)。

※：クンー大・バン＝房･ハナ＝第一･トウルチェー第二・セセッチェ＝第三の意
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⑥喀什

宿舎（玄関に整列し、「いらっしゃいませ」と言う、日本の昔と同じ）の歓迎に

感激。

モスク，（美しい形）見学。

墓（北京の異民族に嫁した王女は望郷の念止みがたく悶死した、その遺体を故地

に移し祠〔まつ〕ったもの）見学。

◆住宅（ウイーグル族の邸宅〔中の上〕、この家の主婦が案内、メインルームは

下足を脱いで上がる。ライジング25センチメートルの上げ床、床仕上げは板床、

その上絨鍛敷き、壁絨椴壁掛け左右２面、前庭に突き出たヴェランダ様露台あ

り〔韓国縁台.Ｈ本広廊下に似る〕、これ接客用．家族用。その他､家族の部屋．

客泊用の部屋あり。土間・高床式の部屋、ベッド式の部屋が混じる、客接待は

大机に菓子等盛り出す。豪華、この様はウルムチのウイーグルの家〔No.８〕

に似る)。

市場（喧喋、活気あり。日用品・士産品、面白いもの、発明的なもの、デザイン

の良いもの、ゴツイもの、民族的なもの、野趣のあるもの等多種多様のもの、

等を売っている）の見学。

民族幼稚園の踊り（何とかわいく、何と素晴らしい踊りか、しかもカメラの前に

少しもたじろがない。子供なのにこのように上手に踊れるとは驚きだ。日本に

招きたい位だ）を見る。

モスク２（ガウデイに似た塔。美しい形、情時代のもの、漢字も細・直、勁の清

式｡）見学。

⑦恰木濱

満族集中地区見学計画…遠くてこの旅程では無理と、次回を期す。

繁華街漫歩…食事したり街ブラをしたりした（日本時代より良くなっているか、

悪くなっているの評もあり）。

◆住宅へＰ（漢族のもの。女性職員の家、父親応対、整うが飾りがない）の見学。

公園，…松花江沿い（災害勝利記念公園)。

公園２…北海公園（日本式庭園、日本住宅様会堂あり）。

⑧長春

宮殿（傅儀とその夫人たちの館）見学。

関東軍司令部跡（ｌＵｌ１本軍施設、現吉林省施設、日本の城様形態の建築、保存状

態良好）見学。

憲兵隊司令部（やはり旧日本軍施設、キチンとして残されている）見学。この他

の、元日本人のものでデザインの良いものがかなりの数残っていた。

元日本人宿舎地区（現在、小汚くなっていた）｜但し寸元のデザイン自身は良い｜

⑨藩陽

束陵＝満ｻﾄ|朝iiill廟（形：前方後|T]様墳…前方は廊内lJL1合院風のところがそれに当

るようにも見えるが〔但し本質は満族特有のものと考えられる〕、後円は廊外後

方にあり１１|様緑樹で覆われて円墳様の形をしている）の見学。
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故宮＝北京遷都以前の満洲朝発祥地宮都（北京の故宮の１／１２の規模といわれ

る)。中に清の皇帝の寝殿あり。左右非対称でやや左寄りの入り口、中にＥの

字型抗（漢族の仇と異なる）、これは実は高床座〔家父長の座の決まり・家族

生活接客生活両用空間〕である。この他、フトン式敷き物・脇息・山型背もた

れ・等、韓国風の床上座を持った皇帝休息所等の見学。

⑩（北京）再訪

ヰ和園

長廊下（西太后の館）見学。

昆明寺（上部城塔状建物：満式櫓様塔・白壁・八角塔・赤壁／チベット式か。

下部構築物：緩傾斜城壁様壁､赤壁､その壁に近代ビル様の小さい窓が穿たれる

／チベット式か）の見学。

⑪呼和浩特

宿舎＝内蒙古賓館（木肌・木目・隅のトメ仕様・表面透明材使用等全く日本人の

趣味に合う。それに臭いなし・カラン完全・湯舟良し。更に、レストランの天

井八角形・梁木肌木理川しデザイン等。これら日本人の趣味に合う／センス同

じか）にて宿泊・食事。

テント村＝観光村（テント内はハザックのものに似ているか、観光用で原型が分

からず残念、今は便所を設けている）／白麦村の見学。

◆住宅（蒙古族煉凡造、1万元かかったという。一列４室、前面全面開口型、

土間床上方式、抗使用、床上は敷物、壁は掛け物、床上脱靴、ここに小机を出

し菓子を盛り出す／客接待〔ウイーグル族・韓族と同様の様式〕）の見学。

寺，（テント付にあるもの、部分しか見られなかったが赤の勝った華麗な様式〔こ

れを蒙古式と見てよいか、チベット影響式か不明〕）の見学。

白塔（遼〔粛慎〕時代のもの、塔・壁面仏像とも念入りに巧者につくられている）

の見学。

寺２（西蔵風内部か、円い幡様の下げ飾りが下がり少し暗い雰囲気。お春銭を上

げたら線香をくれたに,天井は格天井になっており、そこには天蓋がかかり、そ

れとは別にその前方に凹部がある）は飾られ、賑やかタト観は日本一韓國一滴

族一蒙古と連なる型と見られるか)＊

(注＊：これらの建物には、彩色・窓型・壁面処理・塔・その他・全体の形態等に

多分にチベット様式に似た要素が認められるが、もしこれらにチベットの影響

があるとするならば、この蒙・満の地にまでチベット文化が来ていたのかと思

う。このことを漢は本質的に反発しているのであろうか）
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×
×

敷
物
･
ｿ
7
7

１
０

○

西
部

○

天
池

○

山
麓
村

○ 遊
牧
者

○ 夫
婦
(
§
）

○

ﾊ
ｻ
ﾞ
7
ｹ
族

○

l
窒
句
型

○

鯉
(
峡
囚
跡
）

○ 小
枝
皮
式

○ 円
錐
形

○ 屋
M
･
H
-
l
i
皮

○ A
り
ﾛ
窓
･
妖
#
§

○
？

草
上
腿
的

○
○
○

絨
絨
鯛
|
I
子

1
1

○

西
部

○

烏
不
木
斉

○ 市
団
地

○

妻
専
主
婦

○

夫
運
転
手

○

朝
鮮
族

○

３
Ｌ
Ｋ

○

Ｆ
Ｌ
(
0
階
）

○

Ｒ
Ｃ
造

○

陸
屋
根

○

防
水
不
明

○

梢
狭
い
中
窓

○
？

普
通
床

(
/
Ｍ
･
軒
?
）

○
？
？

敷

1
２

○

西
部

○

喀
什

○ IH
iW
I住
宅Ｍ

○

妻
専
主
婦

○

夫
運
転
手

○

維
吾
霞

○

横
一
列
型

○

－
の
字
型

○

煉
瓦
(
）
|
(
)
造

○

寄
棟

○

瓦
葺
き

○

梢
広
い
中
窓

○
０

'

駆
嚇
9
9
1

(
２
．
軒
）

○
○
○

絨
絨
格
天

1
３

○

東
北

○

､
合
が
濱

○ 市
団
地

○

巍
難
熊

○

烟
B
願

○ 漢
族

(
I
巾
鯉
） ○

３
Ｌ
Ｋ

○

Ｆ
Ｌ
(
@
階
）

○

Ｒ
Ｃ
造

○

陸
屋
根

○

防
水
不
明

○

梢
狭
い
中
窓

○

普
通
床

(
大
机
･
軒
）

×
×
×

敷
物
･
ｿ
7
7

１
４

○

北
部

○

呼
和
浩
特

○

鯖i
1l
hi

○ 農
業
者

○ 夫
婦
(
i
l
）

○

蒙
古
族

○

横
一
列
型

○

－
の
字
型

○

煉
瓦
(
ﾎ
)
造

○

切
妻

○

瓦
葺
き

○

梢
広
い
中
窓

○
○

煉
瓦
敦

○
○
○

敷
図
ﾉ
ﾄ
厭

(ﾉ
''

'１
１．

軒）



往
時
使
用
住
宅
属
性
別
一
覧
表
…
◇
印

］⑭函

！

地
区

居
件
圏
住
区
階
級
業
種
民
族

棟
配
列
住
宅
形
構
造

屋
根
形
屋
根
材
窓
型

空
間
型

室
内
仕
様

番号

華
西
北

中
西
東

南
北
北

大
中
村

都
都

市
市
落

市
郊
農

内
外
村

労
中
農

働
間
業

者
層
者

労
職
農

務
務
牧

種
種
種

漢
他

族
族

合
包
横
新

院 型
型
型
型

囲
丸
_
長

い
字
方

形
形
形
形

柴
組
横
一

皮
積
架
体

式
式
式
式

立
寄
切
陸

錐
棟
妻
屋

形
形
形
根

草
布
瓦
新

藁
皮
石
建

葺
葺
葺
材

丸
梢
普
梢
広

天
小
中
大
大

窓
窓
窓
窓
窓

草
土
上

土
間
床

敷
舗
座

床
壁
天
井

敷
掛
格

否
否
否

1
５

○ 華
中

○ 上
海

○ １
日
別
荘

× ●

×
×

故
高
官

×
×
×

迎
賓
館

○ 漢
族

○ 豪
華
３
室

○ ロ
の
字
型

○

Ｒ
Ｃ
造

○

近
代
寄
棟

○

近
代
葺
き

○

近
代
大
窓

○

槌
i
H
M
i

？
○
×

絨
ｶ
ｰ
ﾃ
ﾝ

１
６

○ 華
南

○ 広

○ １
日
書
院

×
×
×

官
吏

×
×
×

博
物
館

９
９

●
●

満
族
か

亜 内
部
不
明

○

－
の
字
型

○

木
造

？
○

賑
棟
飾
り

○

瓦
葺
き

○

南
方
全
面
窓

甑

？
？
○
○

裸
絵
格

1
７

○ 華
南

○ 桂
林

○ １
日
城
館

×
×
×

情
将
軍

×
×
×

博
物
館

９
９

満
族
か

亜 内
部
不
明

○

－
の
字
型

○

木
造

？
○

赤
柱
強
調

○

瓦
葺
き

○

南
方
全
面
窓

甑

？

○格

○？
？裸

１
８

○ 華
北

一尺

○北

○ |
日
王
宮

×
×
×

情
皇
帝

×
×
×

博
物
館

満

○ 族

亜 ．
字
型

○

一
の
字
型

○

木
造

？
○

入
り
母
屋

○

瓦
葺
き

○

南
方
全
面
窓

○

た
?
座

○
○
○

騒
絵
|
Ｉ
？

1
９

○ 華
北

一尺

○北

○ １
日
天
壇

×
×
×

情
皇
帝

×
×
×

博
物
館
‘

○

満
族

亜
鵬
i
i
え
’

巾
の
字
型

○

○
の
字
型

○

木
造

○ 円
錐
形

○

瓦
葺
き

○

前
方
入
口
窓

○

Ⅱ
?
座

○
○
○

鯛
絵
鮒

２
０

○

西
部

○

天
地

○

中
麓
村

○ 遊
牧
者

○ 醗
憾
澱

○

ﾊ
ｻ
ﾞ
7
ｸ
族

○

l
室
句
型

○

鯉
(
中
央
鮒
1
M
１
１
）

○ 小
枝
皮
式

○ 円
錐
形

○ 鰍
･
墜
一
l
t
皮

○ 人
口
十
天
窓

○
？

卓上
li

蝋9
１

○
？

？

絨
絨
鮒
枅

２
１

○

東
北

○ 長
春

○

傳
儀
住
所

×
×
×

満
州
帝

×
×
×

博
物
館

○

満
族

質
素
宮
殿

並
列
式

○

変
一
宇
型

○

石
造

？
○

蝋
i
i
切
妻
型

○

･
瓦
葺
き

○

ﾀ
Ｍ
ｉ
Ｈ
ｉ
巾
閻

９
９
●
、

？ ●

上
座

○
○
○

敷
飾
比
＃



。
；
○
Ｉ
Ｃ

跣
馴
厭
i
v
i
i
０
１
唖

○
！
？
Ｏ
Ｉ
Ｏ
○
○

０
１
○
○

l
岳
Ａ
Ｉ
宙
Ｋ
毒
ｉ
７
壱
二
石

茜
族
ｉ
'
四
台

E
目
Ｉ
ｎ
Ａ
ｂ
Ｈ
屋
、

百
万
分
向
窓
１
枚
上
座
Ｉ
敷
飾
上
t
t
l
i

］、①

２
２

○
ｉ
○

○
×
×
×

航
凱
鰍

○
１
亜

○
！

東
北
ｉ
藩
陽
｜
東
陵
ｉ
清
皇
帝
ｉ
博
物
館
ｉ
満
族
'
'
四
合
院
型
ｉ
変
一
宇
型

1
木

○
迭垣

○
○

○
！
○

１
９

●
○
１
○
○
○

鱸
１
１
ﾉ
W
母
騨
｜
瓦
葺
き
｜
南
方
全
面
窓
ｉ
板
上
座
|
敷
飾
上
仕
＃

２
３

○

東
北

○ 藩
陽

○ 故
宮

×
×
×

元
王
宮

M
I
M
､
雛
鵬
：

博
物
館

○

満
族

亜

'
四
合
院
型

○

変
一
宇
型

○

木
造

○
○

鯛
１
１
入
り
寵
型

○

瓦
葺
き

○

南
方
全
面
窓

？ ●
○

十
ｔ
庫

○
○
○

敷
飾
Ｍ
ｔ
ｉ
ｉ

２
４

○ 華
北

一尿

○北

○ ヰ
和
園

×
×
×

駄
后
O
I
I

×
×
×

博
物
館

○

満
族

○

湾
曲
横
一
型

○

－
の
字
型

○

木
造

？
○

入
り
母
屋

○

瓦
葺
き

○

前
方
全
面
窓

？座

○
○
○

鯛
格

２
５

○

北
部

○

呼
和
浩
特

○村
一不

展

○

遊
牧
者

○

１
１
i
靴
懲
麟

○

蒙
古
族

○

1
窒
句
型

○

鰹
(
姉
I
u
i
i
鰍
）

○ 小
枝
皮
式

○ 円
錐
形

○

屋
M
･
壁
-
#
皮

○ 人
口
十
天
窓

○
？

草
上
鰍
蝋

○
？

？

絨
絨
2
鯛
'
'
千

２
６

○

北
部

○

呼
和
浩
特

○

篭
ｉ
ｉ
ｉ
棚
1
4
；

○

遊
牧
者

○

1
4
鯨
艫

○

蒙
古
族

○

l
室
句
型

○

鯉
(
姉
I
M
I
i
鋤
）

○ 小
枝
皮
式

○ 円
錐
形

○

ＥＭ
･壁

一l
li

皮

○ 人
口
十
天
窓

○
？ ●

草
上
臓
蝋

○
？

？ ●

絨
絨
2
！
【
雛
子



別
荘
・
ホ
テ
ル
・
迎
賓
館
等
（
往
時
使
用
・
現
時
使
用
）
属
性
別
一
覧
…
▲
印

霊

］①○

､sｌ
Ｏ
Ｉ
Ｏ

Ｏ
；
○

「
、

こ
」

「
、

ヒ
ノ

○
。
！
Ｏ
Ｉ
Ｏ
？
１
０

1
t
在
I
Ｈ
Ｋ
Ｍ
ｍ
ｉ
Ｒ

｣
月
Ｉ
ｎ
ｒ
代
ヰ

｣
情
Ｈ
１
窪
力

〔
江
：
n
面
１
１
Ｊ

。
.
；
龍
Ｐ
Ｆ
Ｚ
±
二
ヱ

’

'’
三

Ｏ
Ｉ
Ｃ

０
１
０
１
○

（）

（〕

「
、

し
」

○
！
○

Ｏ
Ｉ
Ｃ

ヨ
：
Ｆ
Ｒ
Ｄ
ｑ
ｌ
う
Ｌ
Ｕ
雪
坤

坐
ｱ
ﾋ
ﾟ
ｶ
ﾞ
ﾘ
ﾘ
【
L
1
-
1
.
斗

異
Ｄ
９
Ｅ
ｉ
古

地
区

居
住
圏
住
区
階
級
業
種
民
族

住
居
型
住
宅
形
構
造

屋
根
形
屋
根
材
窓
型

空
間
型

室
内
仕
様

番号

華
西
北

中
西
東

南
北
北

大
中
村

都
都

市
市
落

市
郊
農

内
外
村

労
中
農

働
間
業

者
層
者

労
職
農

務
務
牧

種
種
種

漢
他

族
族

合
包
横
新

院 型
型
型
型

囲
丸
－
長

い
字
方

形
形
形
形

柴
組
横
一

皮
積
架
体

式
式
式
式

立
寄
切
陸

錐
棟
妻
屋

形
形
形
根

草
布
瓦
新

藁
皮
石
建

葺
葺
葺
材

丸
梢
普
梢
広

天
小
中
大
大

窓
窓
窓
窓
窓

草
土
上

土
間
床

敷
舗
座

床
壁
天
井

敷
掛
格

否
否
否

１
５

○ 華
中

○ 上
海

○

近
郊

○ 詑
蛎

○

醗
棚
･
鰐

○ 漢
族

○

豪
華
３
室

○

ロ
の
字
型

○

Ｒ
Ｃ
造

○

近
代
寄
棟

○

近
代
葺
き

○

近
代
大
窓

○

槌
I
砿

？
○
×

絨
ｶ
ｰ
ﾃ
ﾝ

２
７

○ 華
南

○

広
州

○ |
日
市

○

渓
酒
家

？

ﾚｽ
ﾄﾗ
ﾝ･
ﾀi
ｌ

？ 漢
族
か

？ 酬
式
劫
朗
戯

○

池
庭
望
囲
型

○

石
造
木
造

．
？

入
母
屋

○

瓦
葺
き

○

南
部
伝
統
大

○

随
鰍
伝
鯉
？

×
×
×

ﾊ
ﾟ
ｹ
大

１
、

２

２
８

○ 華
南

○

広
州

○ １
日
市

へ
■
ヘ
ワ

？
○

』
龍

９．

？か

？漢
０．０００．９．０．００．。０００●．Ｓ０》｜圭一一一『一》』【０▲

○
？．

＃
●

ｙ

壹７

卜

Ｘ

ｒ

○

i
i
肱
I
|
蛾
､
/
1
力

○ 幅
回
航

○

Ｒ
Ｃ
造

○
○

入
り
母
屋

○

瓦
葺
き

○

近
代
梢
大

○

板
伝
統
型

×
×
×

ﾊ
ﾟ
ｹ
中

１
、

２

２
９

○ 華
南

○

広
州

○ １
日
市

？
○

28
とl

iき

？
○

25
日2
68
盾i
ｔ

７
７
９

●
●
●

漢
力

、

○

I
肱
１
１
式
鯉
/
1
力

○ 帷
回
賦

○

Ｒ
Ｃ
造

○

陸
屋
根

○

新
建
材

○

南
部
伝
統
中

○

I
嫡
子
飴
式

×
×
×

絨
中

１
、

２

３
０

○ 華
南

○

桂
林

○ 市
内

？
○

迎
曰
用
？

？
○

ﾚ
ｽ
ﾄ
ﾗ
ﾝ
･
顕

７
９
９

□
●
●

漢
か
？

○ 日
本
座
様
式

○ 樋
W
か
り
障
子
座

○

木
造

？

入
り
母
屋

○

瓦
葺
き

○

黙
縣
付
H
輔
鵡
ズ

○

|
i
拭
W
か
り
餅

×
×
×

絨
曰
3
格

'
４

３
１

○ 華
南

○

桂
林

○ 市
内

○

ﾎ
ﾘﾃ
ﾞｲ
ｲﾝ

○

2
7
B
融

漢
力

、

？ ●

7
ﾒ
ﾘ
ｶ
航

○
○

I
砿
W
5
い
い

○

Ｒ
Ｃ
造

○

陸
屋
根

○

防
水
材
不
明

○

近
代
中
窓

○
？ ●

近
代
洋
式

○
？
×

絨
洋
素

３
２

○ 華
北

北

○
■
＿

尿

○ 市
内

○

迎
賓
用

○族

○

ﾍ
ﾟ
ｷ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ﾌ
ﾟ
ｸ
o
g
漢

○

古
式
建
築

２
階

○
○

煉
瓦
造

○

陸
屋
根

○

防
水
不
明

○

中
I
小
窓

○

椅
子
座
式

○
？
×

絨
中
'
中

１



3
’
'
二
北
用
北
○
京
!
=
㈲
;
迎
賓
二
=
族
鋸
漢
鮭
側
⑩
錘
,
,
|
中
廊
下
基
Ⅲ
二
;
陸
屋
惠
;
防
水
不
壼
i
近
息
窓
蕾
懇
三
川

M１
○
！
○
！
○
ｉ
○
!
○
！
９
１

○
！
○
！
○
！
○
！
○
！
○
！
○
ｉ
○
×
×

．
ｉ

華
南
ｉ
蘭
州
；
新
設
１
時
l
I
l
H
期
臓
１
０
脈
｜
漢
族
？
｜
轄
雌
別
鯉
ｉ
Ｉ
舷
榊
K
T
R
1
細
道
(
脇
上
0
)
|
切
妻
破
風
｜
新
建
材
か
大
幅
広
極
低
窓
椅
子
座
式
M
o
I
i
。

liLi
○
！
○
！
○
！
○
Ｉ
？
；
○
’
○
ｉ
○
；
○
’
○
ｉ
○

西
北
ｉ
敦
埋
1
新
設
Ｉ
迎
賓
用
i
柵
１
漢
族
1
2
鮪
騨
鮒
き
i
1
0
棚
ﾈ
ｰ
ﾙ
､
l
煉
瓦
造
i
陸
屋
根
i
防
水
不
明
○
！
○
｜
×
×
×

梢
大
広
窓
椅
子
座
式
絨

3百J ＿Ｉ
○
！
○
！
○
’
○
！
○
！
？
！
○
！
○
!
○
！
○
！
○
!
○
；
○
○
ｉ
○
？
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西
部
；
烏
示
木
斉
|
新
設
i
迎
賓
用
,
M
柵
ｉ
漢
族
1
2
騨
鯏
き
i
l
I
鮒
ル
煉
瓦
造
1
陸
屋
根
i
防
水
不
明
i
躯
‐
職
[
髄
|
椅
子
座
式
絨
藝
机
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３
７

○

西
部

ｉ
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○
ｉ
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ｉ
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！
○
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○
！
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！
○
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外
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ｉ
○
？
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吐
魯
番
｜
新
設
’
迎
賓
用
１
'
1
柵
｜
維
族
;
平
家
中
庭
型
帥
庭
臓
１
煉
瓦
造
１
陸
屋
根
１
防
水
不
明
ｉ
略
幅
一
杯
窓
ｉ
ｎ
ｗ
蝋
！

（
－
部
２
階
）
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；
○
’
○
！
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｜
○
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！
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！
○
!
○
！
○
！
○
！
○
！
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！
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ｉ
○
○
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｜
喀
什
｜
新
設
｜
迎
賓
用
｜
鵠
ﾎ
ﾃ
ﾙ
｜
維
族
１
３
階
近
代
型
i
地
力
雛
ﾎ
ｰ
ﾙ
職
煉
瓦
造
Ｉ
陸
屋
根
ｉ
防
水
不
明
i
前
蝿
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鐘
_
肱
髄
椅
子
座
式
絨

３
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･
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○

西
部
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ｌ３ｌ

○
ｉ
○
○
ｉ
ｉ
○
○
○
ｉ
ｉ
○
｜
ビ
ル
型
ﾎ
ﾃ
ﾙ
ｉ
ｏ
ｌ
ｏ
ｉ
ｏ
ｉ
ｏ
ｉ
ｏ
ｉ
×
×
×

東
北
｛
暗
ﾎ
漬
1
脚
Ｍ
迎
賓
用
1
M
柵
Ｉ
漢
族
？
高
層
近
代
型
Ｈ
ｌ
ｉ
ｉ
渥
ｉ
Ｒ
Ｃ
造
,
陸
屋
根
,
防
水
不
明
|
室
-
杯
広
幅
窓
椅
子
座
式
絨
帷

｜
I lio
J
○
！
○
○
！
！
○
Ｃ
○
！
ｉ
○
ｉ
’
○
ｉ
○

東
北
}
暗
示
濱
ｉ
耐
{
I
I
H
謡
｜
棚
･
ﾃ
ﾞ
Ｉ
ｆ
ｉ
Ｍ
Ａ
館
か
？
ｉ
漢
族
？
’
２
職
|
W
【
鯉
｜
中
国
ﾚ
ｽ
ﾄ
ﾗ
ﾝ
型
｜
煉
瓦
造
｜
不

①
!
○
○
！
ｘ
ｘ
ｉ
×

明
１
不
明
室
一
杯
広
幅
窓
椅
子
座
式
絨
隠
？

｜
｜

[型
’
○
ｉ
○
○
ｉ
○
ｉ
○
ｉ
○
○
!
○
！
○
！
○
！
○
！
○
！
○
ｉ
×
×
×

東
北
ｉ
長
春
|
i
i
i
附
臓
’
１
期
蝋
1
M
柵
｜
漢
族
？
'
2
階
別
荘
風
３
階
!
Ｒ
Ｃ
造
1
寄
棟
屋
根
ﾛ
瓦
葺
き
？
｛
幅
広
窓
椅
子
座
式
絨
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東ﾖ

ﾋ了
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I榊
澱○

冊墨
柵|

忌珊
|漢

族言
T砿

嘉柵
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○階
i盲

｡造
|屋
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1房

水不
明|

豊通
中窓

|農
息二
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大
’
：
中
国
伝
統
の
壁
広
窓
小
様
式
の
中
，
中
国
南
部
（
こ
の
広
州
・
次
の
桂
林
の
も
の
を
含
む
）
で
は
こ
れ
は
大
き
い
形
の
“
中
窓
'
’
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
．

し
か
し
こ
の
酒
家
で
は
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
（
独
特
の
豚
料
理
で
有
名
）
は
，
こ
れ
が
大
に
な
っ
て
い
る
．
こ
れ
が
こ
の
地
方
の
特
色
か
.
日
本
に
連
な
っ
て
い
る
か
不
明
・

窓
が
梢
大
き
く
な
旬
て
い
る
こ
と
が
気
候
に
関
係
あ
る
か
は
に
わ
か
に
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
何
故
な
ら
こ
の
地
に
続
く
山
中
の
家
は
寒
い
虚
な
の
に
“
窓
大
，
，
故
・

ｎ
２
：
中
高
天
井
，
ハ
ッ
ト
型
．
広
州
で
は
華
や
か
に
飾
る
，
豪
華
天
井
．

日
３
：
日
本
様
式
，
こ
こ
の
場
合
日
本
人
設
計
．

格
'
４
：
日
本
式
天
井
の
こ
と
，
格
天
井
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．

］①■

４
３

○

北
部

○

呼
和
浩
特

○ i
i
巾
澱

○

臓
古
箙

M
方
珊

○
○

蒙
古
族

○

煉
瓦
木
造

○

２
階

○

Ｒ
Ｃ
造

○

不
明

○

不
明

○

稽
大
窓

○
？

椅
子
座
式

(
１
Ｍ
･
軒

○
？

絨

？ ●

(
/
Ｍ
･
軒
）



住
宅
観
察
用
参
考
施
設
属
性
別
一
覧
表
…
▼
印
…
（
前
期
行
程
分
〔
‐
上
海
―
―
広
州
一
一
桂
林
一
一
北
京
一
〕
）
（
２
章
２
ノ
ｌ
）

ｊ

ＥＩ：Ｉ帰一 円

］①四

可 ｜
Ｉ

地
区

居
住
圏
住
区
階
級
業
種
民
族

施
設
型
施
設
形
構
造

屋
根
形
屋
根
材
窓
型

空
間
型

室
内
仕
様

番号

華
西
北

中
西
東

南
北
北

大
中
村

都
都

市
市
落

市
郊
農

内
外
村

労
中
農

働
間
業

者
層
者

労
職
農

務
務
牧

種
種
種

漢
他

族
族

伝
亜
亜
近

統
１
日
新
代

理
型
型
型

囲
丸
－
長

い
字
方

形
形
形
形

柴
組
横
一

皮
積
架
体

式
式
式
式

立
寄
切
陸

錐
棟
妻
屋

形
形
形
根

草
布
瓦
新

薬
皮
石
建

葺
葺
葺
材

九
梢
普
梢
広

天
小
中
大
大

窓
窓
窓
窓
窓

草
土
上

土
間
床

敷
舗
座

床
壁
天
井

敷
掛
格

否
否
否

４
４

○ 華
中

○ 上
海

都
市
中
心

欧
ﾋ
ﾞ
ﾙ
鯛

○
○

労
働
者

○

雌
･
柵

○ 漢
族

○

近
代
型

○

長
方
多
し

○

R
C
造
･
ﾗ
ｰ
ﾒ
ﾝ

○

陸
屋
根
多

○

新
建
材

○
○

大
中
小
色
々

○

勘
枅
鰔

中
国
の
臭
い

敷
飾

４
５

○ 華
中

○ 上
海

○ 欧ﾋ
ﾞﾙ

Wh
i

×
×
×

巾
鵬
盤

×
×
×

喫
茶
店

９
９

漢
族

亜 近
代
型

○

変ﾙ
ｺﾞ

ｰj
ﾉｭ

II
B

○

Ｒ
Ｃ
造

？
○

ピ
ル
の
中

○

新
建
材

○

前
面
全
面
硝
子

？

椅
子
座
式

中
国
的

敷
飾

４
６

○ 華
中

○ 上
海

○ i
i
巾
馳
【

×
×
×

大
ホ
テ
ル

×
×
×

演
舞
場

○

漢
族

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
空
艇

ｶｵ
ｰﾃ

ﾞｨ
ﾄﾘ

ｳﾑ
型

○
○

四
厭
駄
ﾎ
ｰ
ﾙ
】

恐
ら
く
R
C
歌
＃
急
勾
配
切
妻

爪
I
I
m
b
腿
＃
広
大
窓

椅
子
座
式
板
無
彩

４
７

○ 華
南

○ 広
州

○ ii
巾,

Ul
lI

Z

×
×
×

中
１
１
１
銚
瀦

×
×
×

記
念
館

○

漢
族

肌
１
１
１
識
熊
え

i
i
酪
溌
鍛
計
’

○

円
形

○

Ｒ
Ｃ
造

○ 立
錐
形

○ 瓦
葺
き

○

横
長
大
窓

○
○
（

洋
螺
腱
１
１

）
○ 絨
像
丸
肝

４
８

華
南

広
州

il
i中
心腿

地
力
鮒
館
博
物
館
漢
族

艦
|
H
駈
代
鴎
長
方
形

Ｒ
Ｃ
造

謙
鵠
Ｍ
Ｅ
鰹
瓦
葺
き

幅
広
大
窓

賦
鯛
鮒
珂
板

４
９

華
南

広
州

ｉｆ
巾j

O躯

○

地
)
I
i
珊
鶴

七重
ﾉ階
･』
(t
lI
漢
族
？
古
代
建
築
型
６
角
七
重
塔
木
造

放
射
錐
型
瓦
葺
き

層
毎
各
面
口

j
【
座
･
騨
座
鮖
背
＃
鮒

５
０

華
北

北
￣
=

泉
市
外
遠
方

地
力
鯛

長
I
i
.
x
側
漢
族

組
積
構
築
物
長
城
型

甑
組
積
造

醜
i
【
W
･
噺

甑
平
敷
き
銃
眼
型
立
座

露
無
無
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華北
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…積
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物T
地下
墓型
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…部
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ｊｉ
ｉｌ

ｌ
ｉ
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ｉ
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住
宅
観
察
用
参
考
施
設
属
性
別
一
覧
表
…
▼
印
…
（
後
期
行
程
分
ノ
ｌ
〔
-
曲
州
一
一
敦
煙
一
〕
）
（
２
章
２
ノ
２
）

lZIl

］①⑰

’
１

地
区

居
住
圏
住
区
階
級
業
種
民
族

施
設
型
施
設
形
構
造

屋
根
形
屋
根
材
窓
型

空
間
型

室
内
仕
様

番号

華
西
北

中
西
東

南
北
北

大
中
村

都
都

市
市
落

市
郊
農

内
外
村

労
中
農

働
間
業

者
層
者

労
職
農

務
務
牧

種
種
種

漢
他

族
族

伝
亜
亜
近

統
|
日
新
代

理
型
型
型

囲
丸
－
長

い
字
方

形
形
形
形

柴
組
横
一

皮
積
架
体

式
式
式
式

立
寄
切
陸

錐
棟
妻
屋

形
形
形
根

草
布
瓦
新

薬
皮
石
建

葺
葺
葺
材

臘
丸
梢
普
梢
広

天
小
中
大
大

窓
窓
窓
窓
窓

草
土
上

土
間
床

敷
舗
座

床
壁
天
井

敷
掛
格

否
否
否

５
２

西
部

蘭
州

白m
ll
l烟
計ﾛ
２

１
１
加
Ｗ
公
園

難
b
雛
d
t
？
鵬
醗
遡
鯉
鮒
脚
艦
船
b
Ｉ
甑
組
積
造

鰍
台
則
覗
i
【
i
ｉ

平
u
i
I
社
ｶ
ﾞ
ﾘ
甑
モ

部
無
し
立
座

(
室
外
）

５
３

西
部

蘭
州

８
m
Ⅲ
蝿
計
画
２
Ⅲ
方
珊

白
塔

難
力
離
f
は
？
緒
椒
鰹

孤
立
塔
型

甑
組
積
造

4
轍
鮒
ｉ
ｔ
醜
型
瓦
葺
き
窓
部
無
し
立
座

(ｿ
ﾘﾌ
ﾟﾄ
ﾞ）

５
４

西
部

蘭
州

B
､
Ⅲ
烟
計
ﾛ
２

hｶ
ﾘ【
Ｗ

廟
難
b
i
i
M
t
？
勝
禰
騨

囲
い
三
台
鯉
木
造

人
母
屋
型
瓦
葺
き
広
下
窓

蛭
･
盤
？

露
徴
’
'
千
？

５
５

西
部

蘭
州

Bi
ml

ll
ll

鴎日
２
地
力
鮒

遊
歩
廊

難
'
b
雛
f
l
t
？
儲
削
鰹

髄
下
座
鯉
木
造

人
母
屋
型
瓦
葺
き
広
下

漣
･
躯
？
露
徴
肝
？

５
６

西
部

蘭
州

回
鯖
院
3
賎
回
瀧
鴎

回
教
寺
院
不
明

醜
ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
、

葱
坊
主
型
煉
瓦
造

ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
屋
鯉
不
明

回
鯖
馳
幡

坐
座

敷
蝋
蝋

５
７

西
部

蘭
州

回雅
(i

宅４
１i

n
不
明
不
明
不
明

回
雛
中
藤
鯉

囲
い
式
･
#
雛
院
干
ヨ
煉
瓦
造

内
向
き
片
肋

５
８

西
部

蘭
州

ii
店i

i5
樋
商
業
者
八
百
屋
他
不
明

職
8
A
鯉

道
i
l
い
2
蔽
壁
木
造

切
妻
型
瓦
葺
き
梢
大
下
窓
不
明
不
明



哩
弔
圧
１
１
曰
伊
片
の

２
口
尚
Ｓ
ｉ
敦
Ｘ
皇
Ｉ
イ
ニ
[
丘
3
寺
；
〆
化
F
ｐ

１
￣
－
－

|Ⅱ１ １
中
国
人
の
セ
ン
ス
を
知
る
事
が
出
来
る
か
．
但
し
，
こ
の
デ
ザ
イ
ン
が
何
族
の
も
の
か
不
明
．
見
た
と
こ
ろ
で
は
，
多
分
に
こ
の
地
方
の
古
族
の
影
響
が
あ
る
と
思

う
し
，
昔
支
配
し
た
満
州
王
朝
の
影
響
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た

回
教
徒
の
セ
ン
ス
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

回
教
徒
の
住
宅
概
念
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は

鮮
卑
等
の
空
間
・
シ
ン
ボ
ル
に
対
す
る
セ
ン
ス
を
知
る
．

鬼
太
鼓
打
ち
図
こ
こ
に
あ
る
も
の
は
，
後
満
州
国
皇
帝
椅
子
前
置
き
敷
物
の
図
柄
中
に
も
認
め
た
．

ま
た
こ
れ
は
，
群
馬
県
一
の
宮
貫
前
神
社
最
上
階
の
窓
脇
絵
柄
・
俵
屋
宗
達
の
絵
柄
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
．

馬
を
記
念
し
た
塔
，
往
昔
の
現
地
人
が
如
何
に
馬
を
大
事
に
し
た
か
が
分
か
る
．
当
時
は
馬
は
，
さ
ば
く
生
活
で
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
，
死
活
を
制

す
る
手
段
で
も
あ
っ
た
．
そ
れ
で
，
人
々
は
旅
の
平
穏
，
往
来
の
平
穏
を
祈
念
し
て
こ
の
よ
う
な
塔
を
建
て
た
．
数
え
る
と
全
部
で
７
層
で
あ
る
の
も
興
味
を
引
く

が
，
そ
れ
が
六
角
で
あ
り
上
に
宝
筐
印
塔
状
の
頭
柱
が
付
く
な
ど
，
祈
念
建
築
物
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
が
面
白
い
．
こ
れ
に
よ
り
，
現
地
人
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な

シ
ン
ボ
ル
空
間
に
対
す
る
セ
ン
ス
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

材
料
は
色
か
ら
見
て
煉
瓦
と
思
わ
れ
る
が
，
他
の
材
料
例
え
ば
甑
で
あ
る
か
は
不
明
．

こ
こ
で
は
諸
種
族
の
住
宅
の
他
，
居
酒
屋
等
各
種
商
業
建
築
・
官
庁
建
築
・
城
壁
・
城
廓
・
祈
念
塔
・
祈
念
碑
等
の
復
元
模
型
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
ら
に
関

わ
る
諸
民
族
の
空
間
の
造
り
方
，
空
間
に
対
す
る
計
画
の
仕
方
や
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
ス
の
方
向
を
知
る
こ
と
が
出
来
た

こ
の
映
画
ス
タ
ジ
オ
村
に
お
い
て
は
，
構
造
は
煉
瓦
造
（
甑
造
も
）
石
造
等
の
組
積
造
・
木
造
・
左
の
混
合
，
屋
根
形
は
立
錐
形
・
片
流
れ
・
切
妻
・
寄
棟
・
方
形
．

入
り
母
屋
・
陸
屋
根
等
の
各
種
形
態
，
屋
根
材
も
草
屋
根
・
土
置
き
屋
根
・
瓦
屋
根
・
他
の
各
種
葺
材
，
窓
型
も
窓
無
し
・
小
窓
・
中
窓
・
大
窓
等
の
各
種
窓
型
，

坐
位
も
立
位
・
椅
子
座
坐
位
・
座
坐
位
（
座
敷
座
坐
位
）
等
各
種
の
坐
位
，
室
内
仕
様
（
塔
等
で
は
室
外
仕
様
）
も
床
の
素
士
・
加
工
士
装
・
舗
装
・
敷
物
敷
き
装
・

板
敷
き
装
等
の
，
壁
面
の
仕
様
も
素
士
・
素
壁
土
・
中
仕
上
げ
壁
・
上
仕
上
げ
壁
・
素
絵
掛
け
・
額
装
絵
掛
け
・
軸
装
絵
掛
け
・
額
装
字
掛
け
・
軸
装
字
掛
け
等
の
，

天
井
の
仕
様
も
平
天
井
・
仕
様
天
井
（
こ
の
中
に
梁
現
し
・
格
天
井
等
も
入
る
）
・
素
木
天
井
・
加
工
天
井
（
彩
色
絵
や
彫
刻
等
）
・
等
の
各
種
仕
様
が
存
在
す
る
．

こ
れ
は
，
こ
れ
ら
の
建
物
を
造
り
出
す
時
代
・
各
種
民
族
・
そ
の
思
潮
等
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
が
，
そ
れ
ら
の
建
物
施
設
を
支
配
出
来
る
人
達

の
階
級
・
職
業
・
趣
味
・
等
に
よ
っ
て
も
大
き
く
影
響
さ
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．

(
注
）
２
：

３４５

』①①

６ ７８ ９

d
q

0
0

0
C

Ｏ

麺

麺
土

る

よ

に

寵
伺

ｊ

大

曜
附
く

０

り

人

自
然
の
岩

岩
ｉ
屋
根
無
し

|
壁
画
天
井
画
i
土

鮮
卑
等
｜
蝦
掘
り
窟

5：

窟
高
莫

財
化
文

寺
窟
石

煙

敦

部

西

Ｉ

９

５ ６
０

西
部

敦
煙

農
村

記
念
物

馬
の
塔

８

不
明
？

現
地
人

i
i
昔
慨
鯰
畷

台
六
i
三
重
上
Ｆ
１
頤
Ｍ
組
積
造

屋
根
無
し
煉
瓦
造

７

窓
無
し

立
位

士

６
１

西
部

敦
煙

肥
ｽ
ﾀ
ｼ
ﾞ
ｵ
＃
'
@
力
珊
館
寵
儀
0
住
棚
８
商
業
建
築
展
示
施
設

ii
iI
内蕊
-|
i蘭

M
髄
･
槌
･
他

８

各
種
形
態
８
各
種
葺
材
８
各
種
窓
型
０

各
種
坐
位
｡
各
種
仕
様
０



こ
の
，
官
庁
・
城
・
壁
・
商
店
・
住
宅
・
等
の
復
元
模
型
を
見
、
そ
れ
ら
の
民
族
の
空
間
の
造
り
方
や
空
間
に
対
す
る
セ
ン
ス
を
幾
分
か
は
知
る
こ
と
が
出
来
た

た
だ
，
こ
の
城
廓
内
は
諸
民
族
が
軒
隣
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
な
人
工
の
措
定
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
，
後
で
作
っ
た
趾
が
あ
り
生
活
状
況
の
考
証
も
精
繊
と

は
言
え
な
い
面
も
見
え
，
諸
民
族
の
住
宅
正
面
・
屋
根
型
・
窓
型
・
内
部
・
等
の
形
態
・
仕
様
・
デ
ザ
イ
ン
等
で
一
部
参
考
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
が
あ
る
に

し
て
も
，
全
体
と
し
て
は
生
活
様
式
研
究
の
参
考
に
す
る
に
は
少
々
難
が
あ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
感
ず
る

」①「



住
宅
観
察
用
参
考
施
設
属
性
別
一
覧
表
…
▼
印
…
（
後
期
行
程
分
ノ
２
〔
-
烏
示
木
斉
'
０
…
ジ
ー
ー
吐
魯
番
'
０
ﾄ
ｩ
＆
ﾌ
ｧ
ﾝ
-
-
喀
什
'
０
…
､
i
鵬
一
〕
）
（
２
章
２
ノ
３
）

」ｃ函

ﾄｰ■ 可 ’
１

地
区

居
住
圏
住
区
階
級
業
種
民
族

施
設
型
施
設
形
構
造

屋
根
形
屋
根
材
窓
型

空
間
型

室
内
仕
様

番号

華
西
北

中
西
東

南
北
北

大
中
村

都
都

市
市
落

市
郊
農

内
外
村

労
中
農

働
間
業

者
層
者

労
職
農

務
務
牧

種
種
種

漢
他

族
族

伝
亜
亜
近

統
|
日
新
代

型
型
昶
型

囲
丸
_
長

い
字
方

形
形
形
形

柴
組
横
一

皮
積
架
体

式
式
式
式

立
寄
切
陸

錐
棟
妻
屋

形
形
形
根

草
布
瓦
新

藁
皮
石
建

葺
葺
葺
材

九
梢
普
梢
広

天
小
中
大
大

窓
窓
窓
窓
窓

草
土
上

土
間
床

敷
舗
座

床
壁
天
井

敷
掛
格

否
否
否

６
２

西
部

ウ
ル
ム
チ

市
中
｣
し

、
地
方
鮒

大
会
堂

(
雛
M
I
K
'
1
）

不
明

１
１
会
堂
型

l
i
i
大
篭
鱈
1
２
Ｒ
Ｃ
造
陸
屋
根
不
明

柱
列
大
窓
型
椅
子
座

１
３

磨
白
装

１
４

６
３

西
部

ウ
ル
ム
チ

市
中
J
L

、
'@）

IiB
iIi
食
堂

(
雌
脳
'
1
）

雛
鮪
匠

１
５

迎
賓
室
型

鯛
艶
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ

R
C
造
の
上
薙
ﾎ
ビ
(
陸
屋
根
）

(
不
明
）

美
麗
大
窓
型

椅
子
座
絨
装
飾

１
５

６
４

西
部

ウ
ル
ム
チ
市
中
心

回
教
徒

回
鯖
院

【
維
族

１
１
礼
拝
施
設

ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
ﾎ
Ｉ
ｔ
緬
三
醐
石
造

1
2
雄
ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
、

ﾄﾞ
ｰﾑ
１t
ﾀｲ
ﾙ
柱
間
大
高
窓

床
座
式
絨
徴
徴

１
s

６
５

西
部

ウ
ル
ム
チ

市
中
｣
Ｌ

、
回
教
徒

回
鯖
院

２
維
族

１
１
i
I
I
M
か
順
臓
力

螺
t
l
i
H
畝
木
造

A
鮒
Ｗ
１
懸
塔

鯛
２
．
厘
獺
9
１
壁
中
梢
大
窓

床
座
式
絨
徴
徴

l
ｅ

６
６

西
部

ﾄ
ｩ
ﾙ
7
ｱ
ン
迎
賓
宿
舎

管
鴎
･
鮒
Ａ

且
醗
鶴
i
i
1

li
ii

頴壇
iｉ

ｉ

７

維
族

腿
#
厳
Ｉ
！

住
で
蝿
庭

１
７

１
８

髄
Ⅱ
下

1
８

木
陰
素
地
’

B
ﾎ
I
坪
ら
に
廷
0
5
葡
萄
の
葉
’

８

全
開
放

土
座
式

１
８

絨
無
無

１
８

６
７

西
部

ﾄ
ｩ
ﾙ
7
ｱ
ン
迎
賓
宿
舎

民
艦
徽

１
９

舞
踊
家

雌
M
り
；
維
族

酷
#
離
願
'
9

踊
り
場
'
０
開
放
型

露
地
舞
台
’
，
屋
根
無
し

空
？
鵜
1
1
1
？
全
開
放

椅
子
式

葡
萄
棚
'
３

麟
趾
鮎
捕
垣

鴇
辻
繍
Ｗ
Ｏ

６
８

西
部

ﾄ
ﾙ
7
ｱ
ン
農
村

仏
教
遺
跡

M)
Ii
珊？

千
仏
洞

先
住
民
族

不
明

２
１ 文
化
財

嵯
掘
り
窟
自
然
岩

屋
根
無
し

屋
根
無
し

厩
M
龍
入
り
p
H

(
坐
座
か
）

不
明

(
|
Ｍ
回
鯖
と
同
じ
）

柵
駆
館



５
日

X
J
l
r
i
日
Ⅱ
）
:
（
－
H
t
f
U
Z
F
H

砥
か
)
：
記
餅
ｍ
ｚ
ｚ
ｐ
侵
万
l
/
圃
砿
I
I
l
N
F
上

■
■

円
)
召
舗
Ｉ
外
聞
ｊ
Ｈ

〔
）
１
－
F
［
葎
加

■
Ｉ

F
H
f
灸
内
晋
K
木
i
告
！
Ｈ
活
屋
木
Ｒ

Ｈ
嗣
八
I
Ⅱ
′
l
Ｕ

■
■
」
Ｉ
■
■
Ｈ
咀
引

］①①

(
注
）

１
０

１
１

地
名
の
読
み
方
は
次
の
よ
う
で
あ
る
．
烏
示
木
斉
＝
ウ
ル
ム
チ
吐
魯
番
＝
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
喀
什
＝
カ
シ
ュ
ガ
ル

こ
の
地
域
は
，
維
族
つ
ま
り
ウ
ィ
ー
グ
ル
族
が
居
住
の
主
要
民
族
に
な
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
．
が
，
そ
の
他
に
ハ
ザ
ッ
ク
族
や
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
族
等
十
に
余
る
少
数

諸
種
族
の
居
住
の
要
因
，
そ
れ
に
最
近
著
し
い
増
加
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
漢
族
等
の
要
因
も
重
な
っ
て
，
こ
の
地
の
文
化
的
主
導
権
が
住
主
族
の
ウ
ィ
ー
グ
ル
族

に
な
い
よ
う
に
見
え
ろ
．
こ
の
た
め
か
同
じ
ウ
ィ
ー
グ
ル
族
の
都
市
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
や
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
比
べ
，
ウ
ル
ム
チ
の
表
情
は
個
々
単
体
の
建
築
物
に
し
て
も

設
置
物
に
し
た
も
，
將
又
集
合
体
の
地
区
・
地
域
や
都
市
に
し
て
も
，
何
か
表
情
が
薄
ぼ
や
け
印
象
が
薄
く
つ
ま
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

因
み
に
，
ウ
ィ
ー
グ
ル
（
族
）
は
中
国
で
は
書
物
等
に
漢
字
で
．
維
吾
爾
（
族
）
，
，
，
略
し
て
“
椎
（
族
）
'
，
と
書
き
表
し
て
い
る
．
‘
爾
’
は
簡
体
字
で
‘
示
,

と
書
く
こ
と
が
多
い
．
こ
の
‘
爾
（
が
)
，
の
発
音
は
［
r
］
で
あ
る

地
方
の
民
族
共
和
国
へ
行
く
と
，
葱
の
花
の
頭
部
を
思
わ
せ
る
柱
頭
装
飾
の
柱
列
を
用
い
た
会
堂
が
造
ら
れ
る
．
蒙
古
の
呼
和
浩
特
で
も
同
じ
様
式
の
も
の
を
見
た
．

こ
れ
に
は
或
る
意
味
が
あ
り
，
そ
れ
を
“
解
放
型
，
，
と
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
，
こ
の
よ
う
な
画
一
性
は
諸
民
族
の
嗜
好
・
解
放
概
念
と
空
間
概
念
に
一
致

１
２

９

６

Ｉ

部

西

７

Ⅲ
卜

７

７

村

農

、
●
､

？
O
D

C
●

｡
C

□
■

●

中
間
層
土
産
物
店
Ｉ
爪
W
(
雛
か
）

i
(
文
化
財
前
)
!
（

｜
識
硫
M
i
i
2
z
i

一
難
宅
鯏
鯉
）

○
●
O

P
O

D

D
D

O
D

O
O

O
5

0
0

訪
臓
砿
i
I
艇
煉
瓦
造
ｉ
膿
(
ﾊ
ﾟ
ﾗ
ﾍ
ﾟ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
)
不
明
(
ﾄ
ﾀ
ﾝ
?
)
i
普
通
梢
大
窓
｜
不
明
ｉ
土
画
柵

７
０

西
部

ﾄ
ﾙ
ﾌ
ｱ
ﾝ

市
中
J
L

、
中
間
層

8
６

宴
喜
楼

”

？ ●

J
U
i
(
雛
か
）

．

レ
ス
ト

フ
ン

ピ
ル
内
店
舗

朱
塗
り
１
日
形

外
部
Ｒ
Ｃ

内
部
木
造

○

陸
屋
根

-
1
M
t
穂
棚
型
）

不
明

献
沈
i
り
偏
曜

○

椅
子
座
位

;
秘
リ
ネ
Ｗ

７
１

西
部

ﾄ
ﾙ
7
ｱ
ン
農
村

地
方
醜

９
三
i
i
網

宿
泊
寺

(1
Mt
賊と
）

不
明

(
廃
嘘
）

ｽﾞ
tM

it
詩ｉ

ｔ
僧
坊
型

日
干
し
煉
瓦

(
崩
れ
）

不
明
不
明

ﾉ」

(
風
化
）

、
窓
型

(
跨
座
か
）

不
明

飴
ﾈ
ﾘ
ﾌ
1
W
Ｉ
２
０

７
２

西
部

ﾄ
ﾙ
7
ｱ
ン
農
村

●

M
i
i
鮒
？

回
鯖
院

３

(
雛
の
浦
り
）

不
明

２
１ 文
化
財

幌
ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
+
報
煉
瓦
造

nW
ﾄﾞ
ｰﾑ
型
２
１

不
明

ﾉＩ
、
窓
型

(
坐
座
か
）

不
明

(
|
Ｍ
回
鯖
と
同
じ
）
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ｽ
ﾞ
ｷ
ﾞ
厭
牌

７
３

西
部

ｳ
ﾙ
ﾑ
ﾁ
ｰ

ﾄ
ﾙ
７
７
ﾝ
Ｍ
農
村

中
間
層

休
憩
所

？ ●

ﾈ
ﾘ
(
雛
か
）

(
-
舵
宅
鯏
1
1
2
1
）

伝
雛
宅
献
柵
型
力

○

勘
＃
i
i
砿
柵
】
煉
瓦
造
陸
屋
根
不
明

普
通
梢
大
窓
椅
子
座
位
±
稲
兀
牌

２
２

７
４

西
部

ｳ
ﾙ
ﾑ
ﾁ
一

天
他
聞
農
村

地
方
鮒

休
憩
所

？

不
明

ロ

(
一
難
糠
i
W
I
型
）

1
代
鵬
納
繩
遣

○

長
方
形

Ｒ
Ｃ
造
陸
屋
根
不
明
大
型
窓

椅
子
座
位
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３

但
し
窟
０
９
鮒



す
る
の
か
甚
だ
疑
問
．
ソ
連
が
与
え
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
文
化
宮
は
そ
の
後
不
評
で
取
り
壊
さ
れ
た
こ
れ
は
，
ソ
連
内
の
文
化
宮
（
そ
の
一
つ
が
モ
ス
ク
ワ
大
学
）

を
模
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
そ
れ
ら
は
現
在
で
は
ソ
連
国
内
否
直
近
の
モ
ス
ク
ワ
で
も
頗
る
不
評
で
あ
り
，
押
し
付
け
デ
ザ
イ
ン
が
不
適
当
な
こ
と
を
示
し
て
い
る

こ
の
大
会
堂
の
平
に
は
，
こ
の
自
治
区
〔
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
〕
の
＋
程
の
地
方
中
心
（
都
市
）
の
た
め
の
部
屋
が
あ
る
が
，
夫
々
そ
の
地
方
を
構
成
す
る
民
族
の

デ
ザ
イ
ン
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
．
椅
子
座
位
・
座
位
等
多
面
的
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
．
こ
れ
ら
の
う
ち
の
幾
つ
か
の
室
内
を
覗
い
て
見
た
が
，

豪
華
な
飾
り
の
あ
る
大
き
な
椅
子
や
や
は
り
豪
華
な
敷
物
等
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
た
が
，
細
か
な
と
こ
ろ
は
よ
く
は
分
か
ら
な
か
っ
た

気
に
か
か
っ
た
こ
と
は
，
こ
の
集
ま
り
が
民
族
別
で
な
く
地
域
別
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
こ
れ
で
は
人
々
の
発
明
性
を
萎
縮
さ
せ
眠
ら
せ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う

大
会
堂
室
内
仕
様
は
，
床
が
磨
か
れ
た
敷
石
で
出
来
て
お
り
客
は
滑
ら
な
い
よ
う
厚
い
絨
毯
が
敷
か
れ
て
い
る
．
壁
面
は
柱
が
大
理
石
柱
柱
問
は
上
等
の
仕
上
げ
で

出
来
て
お
り
，
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
象
徴
的
な
も
の
が
飾
ら
れ
て
い
る
．
例
え
ば
，
部
屋
の
入
り
口
の
と
こ
ろ
に
そ
の
部
屋
が
ど
こ
の
都
市
の
も
の
か
を
示
す
文
字
板

が
デ
ザ
イ
ン
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
か
，
食
堂
部
と
本
館
部
の
境
の
コ
ー
ナ
ー
に
大
壁
画
が
飾
ら
れ
る
等
で
あ
る
．
天
井
は
高
く
明
る
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
，

照
明
な
ど
も
立
派
な
も
の
が
灯
さ
れ
て
い
る
．
た
だ
残
念
な
の
は
，
こ
の
種
の
建
築
に
要
請
さ
れ
る
手
仕
事
の
面
で
あ
る
が
，
こ
れ
が
些
か
工
業
的
な
前
進
と
そ
の

産
物
と
し
て
の
内
装
の
誇
示
の
面
が
勝
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
，
深
い
感
動
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
．

食
堂
は
，
こ
の
自
治
区
（
ウ
ィ
ー
グ
ル
）
の
デ
ザ
イ
ン
の
性
向
の
性
格
を
反
映
し
て
か
，
食
卓
・
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
等
は
立
派
な
も
の
で
あ
り
，
床
に
は
明
る
い
．

上
等
な
絨
毯
が
敷
か
れ
，
壁
面
に
は
象
徴
的
な
絵
画
が
掲
げ
ら
れ
，
天
井
に
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
下
げ
ら
れ
る
等
，
豊
か
に
立
派
に
造
ら
れ
て
い
る
．
た
だ
こ
こ
で

迎
え
て
く
れ
た
責
任
者
が
，
こ
こ
の
元
か
ら
の
居
住
民
族
で
な
く
又
こ
の
部
屋
を
飾
る
諸
文
物
を
生
み
出
し
デ
ザ
イ
ン
し
飾
り
立
て
た
民
族
で
も
な
い
漢
族
の
人
で

あ
っ
た
の
は
，
そ
の
人
が
優
し
い
暖
か
い
人
で
あ
る
こ
と
と
は
別
に
，
何
か
チ
グ
ハ
グ
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
．
前
述
外
観
と
内
観
の
矛
盾
の
問
題
も
同
じ
で
あ
る

こ
こ
で
食
事
を
し
，
こ
れ
が
こ
の
地
方
の
今
の
権
力
者
の
デ
ザ
イ
ン
の
意
図
・
方
向
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
が
，
現
在
の
中
国
全
土
に
洞
浸
し
て
い
る
民
族
的
才
能

（
タ
レ
ン
ト
）
の
不
足
，
そ
の
発
展
の
阻
害
・
萎
縮
・
停
滞
等
の
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
る

球
形
モ
ス
ク
の
一
つ
で
ド
ー
ム
は
緑
色
タ
イ
ル
貼
り
，
本
体
（
本
陣
に
相
当
す
る
所
）
は
石
造
・
窓
形
半
円
形
ア
ー
チ
・
前
壁
面
三
間
分
割
・
壁
表
面
緑
色
タ
イ
ル

貼
り
付
け
の
造
り
で
，
そ
の
回
り
に
列
柱
式
の
外
廊
が
回
っ
て
い
る
．
内
部
は
，
立
派
な
絨
毯
が
敷
き
詰
め
て
あ
り
，
礼
拝
所
と
し
て
の
格
式
を
保
っ
て
い
る
．

現
在
で
も
古
い
市
民
・
商
人
等
の
礼
拝
用
に
機
能
し
て
い
る
．
こ
れ
に
よ
り
維
族
の
芸
能
・
芸
術
の
特
徴
，
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
．

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
農
家
（
Ｎ
ｏ
Ｏ
６
・
Ｎ
ｏ
Ｏ
７
）
で
も
見
た
よ
う
に
，
前
庭
の
葡
萄
棚
の
下
に
露
地
に
厚
布
・
絨
毯
等
の
敷
物
を
敷
き
，
坐
座
に
し
て
客
を
迎
え
家
族

の
体
.
皀
用
に
す
る
が
，
正
に
こ
れ
と
同
じ
も
の
否
よ
り
大
規
模
で
し
か
も
整
っ
た
も
の
が
宿
舎
に
あ
っ
た
．
こ
れ
は
坐
る
こ
と
だ
け
で
な
く
寝
る
こ
と
に
も
使
う
．

夜
起
き
た
と
き
従
業
員
等
が
寝
て
い
る
の
を
見
て
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
．
た
だ
，
こ
れ
に
近
い
生
活
は
以
前
の
日
本
の
夏
に
も
見
ら
れ
た
も
の
あ
る
の
で
，
日
・

維
両
民
族
の
生
活
習
慣
の
近
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
で
あ
っ
た

こ
の
仕
様
及
び
使
用
状
態
（
起
居
様
式
）
は
，
木
陰
の
場
所
に
素
土
に
厚
布
又
は
絨
毯
を
敷
い
て
座
を
作
り
そ
の
上
に
直
接
座
っ
た
り
寝
そ
べ
っ
た
り
す
る
も
の
で
，

椅
子
な
ど
を
出
し
た
り
等
は
し
な
い
．
ハ
ル
ピ
ン
の
日
本
館
で
ま
た
長
春
へ
の
火
車
の
中
で
“
漢
族
は
四
六
時
中
椅
子
に
坐
る
，
坐
っ
て
い
て
も
疲
れ
ず
平
気
だ
”

と
い
う
話
を
聞
い
た
が
，
日
本
人
と
し
て
は
自
分
の
民
族
を
含
め
「
民
族
に
よ
り
空
間
の
仕
様
と
使
用
状
況
が
違
う
も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
，

「
同
様
の
仕
草
を
す
る
民
族
は
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
か
く
も
よ
く
似
て
い
る
も
の
だ
」
と
思
っ
た
．

カ
シ
ュ
ガ
ル
の
色
満
ホ
テ
ル
で
も
，
主
屋
と
別
な
パ
ビ
リ
オ
ン
で
民
族
舞
踊
が
供
さ
れ
た
．
客
は
そ
の
踊
り
を
建
物
の
軒
の
中
か
ら
見
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
，
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踊
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
庭
の
芝
生
の
中
で
あ
っ
た
．
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
と
言
い
カ
シ
ュ
ガ
ル
と
言
い
空
間
の
様
式
が
同
じ
で
あ
る
が
，
こ
れ
は
一
つ
の
定
式
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
仕
様
は
，
平
面
は
直
士
の
上
に
布
の
敷
物
を
敷
き
，
立
面
は
前
面
移
動
可
能
の
簡
易
椅
子
・
背
面
樹
垣
の
上
に
布
幕

・
両
側
面
は
樹
垣
，
天
井
は
葡
萄
棚
と
い
う
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る

三
蔵
法
師
が
何
カ
月
か
泊
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
の
廃
寺
は
日
干
し
煉
瓦
（
ア
ド
ベ
）
で
造
ら
れ
て
お
り
，
中
に
僧
の
泊
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
建
物
や
部
屋
が
あ
り
，

そ
の
他
講
義
（
法
論
）
を
し
た
と
こ
ろ
や
礼
拝
を
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
所
が
あ
る
．
が
，
痛
み
が
ひ
ど
く
よ
る
ず
定
か
に
は
分
か
ら
な
い
．

満
族
の
字
を
書
い
た
石
板
有
り
，
細
直
字
体
日
本
と
よ
く
似
る
．
文
化
的
に
関
係
有
る
か
．

数
千
基
に
上
る
古
墳
群
の
見
学
用
パ
ス
発
着
所
近
く
に
あ
る
「
火
州
工
芸
書
画
店
」
と
名
付
け
ら
れ
た
店
で
，
見
学
者
の
た
め
の
お
休
み
虎
を
兼
ね
て
い
る
．
中
の

模
様
は
店
で
よ
く
分
か
ら
な
い
が
，
庭
は
葡
萄
棚
の
下
に
嘱
託
が
設
け
ら
れ
て
お
り
，
こ
の
地
域
の
特
色
を
示
し
て
い
る
．

こ
の
古
墳
は
現
在
余
り
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
．
北
京
の
故
宮
や
呼
和
浩
特
の
ジ
ュ
ル
チ
ン
の
塔
等
も
や
は
り
あ
ま
り
よ
く
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
が
，
こ
こ
の
も
の
も
合
わ
せ
現
代
の
中
国
人
特
に
当
事
者
の
文
化
財
に
対
す
る
考
え
・
世
界
観
・
モ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
方
（
鎮
魂
の
）
，
デ
ザ
イ
ン
や
そ
の

方
向
に
対
す
る
考
え
等
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
．
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(
注
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２
３

カ
シ
ュ
ガ
ル
の
王
族
の
モ
ス
ク
で
非
常
に
美
し
い
前
面
に
イ
ス
ラ
ム
流
ア
ー
チ
を
創
り
抜
い
た
イ
ス
ラ
ム
式
花
模
様
の
付
い
た
厚
板
型
門
が
あ
り
，
四
方
に
高
い

塔
が
あ
る
．
た
だ
こ
の
塔
は
整
形
に
四
隅
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
，
乱
に
置
か
れ
て
い
る
．
こ
の
乱
の
法
則
は
見
学
が
短
時
間
で
あ
っ
た
た
め
見
抜
け
江
か
つ

た
．
後
の
機
会
を
待
ち
た
い
．
外
廓
の
天
井
及
び
内
部
の
敷
物
や
壁
・
天
井
等
は
素
晴
ら
し
い
仕
様
・
デ
ザ
イ
ン
で
，
維
族
の
作
品
中
最
も
美
し
い
も
の
の
一
つ
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
．
こ
の
モ
ス
ク
の
見
学
に
よ
り
，
こ
の
地
の
回
教
徒
維
族
の
技
術
・
世
界
観
・
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
・
方
向
等
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
．

上
述
２
３
の
王
族
の
墓
で
緑
色
の
貴
石
で
出
来
て
い
る
．
形
は
回
教
特
有
の
断
面
火
炎
型
の
細
長
い
棺
で
，
多
く
の
人
の
棺
が
こ
の
同
じ
境
域
に
安
置
さ
れ
て
お
り
，

そ
の
方
向
は
入
り
口
に
頭
が
向
く
よ
う
な
同
じ
配
置
に
な
っ
て
い
る
．
こ
の
た
め
こ
れ
を
見
た
人
は
一
種
の
感
慨
を
も
つ
よ
う
な
心
理
装
置
に
な
っ
て
い
る
．
こ
の

棺
群
の
中
に
，
王
昭
君
の
場
合
と
は
逆
に
中
国
本
土
の
皇
帝
に
嫁
に
遣
ら
さ
れ
て
非
運
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
王
女
の
棺
が
，
一
際
美
し
く
悲
し
さ
を
誘
う
よ
う
に

安
置
さ
れ
て
い
た
の
が
目
立
っ
た
．
こ
の
墓
の
覆
屋
は
普
通
の
モ
ス
ク
と
同
じ
形
を
し
て
お
り
，
そ
の
外
壁
に
は
透
き
通
る
よ
う
な
緑
色
の
タ
イ
ル
が
使
用
さ
れ
て

い
た
．
そ
れ
は
立
派
な
も
の
で
あ
る
が
，
こ
の
材
料
選
び
及
び
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
を
見
る
と
，
ど
こ
か
日
本
の
そ
れ
に
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
．

こ
の
地
の
回
教
徒
維
族
の
死
に
つ
い
て
の
考
え
・
世
界
観
・
モ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
方
（
鎮
魂
）
・
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
・
方
向
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

市
の
中
央
市
場
か
ら
余
り
遠
く
な
い
所
に
あ
る
．
外
廊
に
日
本
で
い
え
ば
篠
か
小
笹
に
当
た
る
禾
本
科
植
物
の
繊
維
で
作
っ
た
敷
物
が
敷
か
れ
て
い
た
．
暑
い
土
地

と
い
う
面
と
大
衆
の
礼
拝
所
と
い
う
面
を
こ
の
こ
と
で
知
り
得
た
．
外
門
を
入
る
と
広
い
公
園
が
あ
り
，
こ
れ
を
過
ぎ
て
こ
の
礼
拝
モ
ス
ク
に
至
る
．
こ
の
よ
う
な

広
い
公
園
を
外
庭
に
も
ち
モ
ス
ク
と
し
て
も
良
好
な
条
件
を
備
え
る
が
，
現
在
の
市
民
に
と
っ
て
も
よ
い
休
安
所
に
な
っ
て
い
る
．
現
在
建
て
ら
れ
い
ろ
モ
ス
ク
は

道
の
傍
に
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
，
こ
の
よ
う
な
公
園
を
含
ん
だ
も
の
は
恐
ら
く
昔
だ
か
ら
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
．
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
．

こ
の
新
彊
地
方
か
ら
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
や
ア
ラ
ブ
そ
れ
に
イ
ン
ド
等
の
地
域
で
は
，
町
の
中
心
に
非
常
に
込
み
合
っ
た
市
場
を
つ
く
る
．
中
東
で
は
ス
ー
ク
と
言
っ

て
い
る
が
何
で
も
買
え
る
と
こ
ろ
で
，
旅
行
者
は
時
々
掘
出
し
物
を
す
る
．
こ
の
市
場
が
成
立
出
来
る
の
は
，
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
物
資
集
散
ル
ー
ト
・
対
象

ル
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
．
こ
れ
も
あ
る
い
は
滅
び
の
方
向
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
．
深
い
と
こ
ろ
か
ら
研
究
し
て
益
々
の
発
展
の
方
策
を
練
り
た
い
．

中
の
屏
風
や
焼
物
・
絵
画
等
が
素
晴
ら
し
い
．
特
に
屏
風
は
金
紙
生
地
の
上
に
花
木
と
孔
雀
が
描
か
れ
て
い
る
が
，
光
琳
の
梅
に
壷
の
絵
柄
に
も
似
て
素
晴
ら
し
い
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も
の
で
あ
っ
た
．
と
と
も
に
．
こ
の
地
域
と
日
本
と
が
美
意
識
の
点
で
同
質
で
あ
り
，
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
を
益
々
強
く
も
っ
た
の
で
あ
る
．

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
宿
舎
に
も
こ
の
舞
踊
場
が
あ
り
，
国
連
の
大
使
や
等
が
見
に
来
て
い
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
，
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
宿
舎
色
満
ホ
テ
ル
で
も
別
館
の

庭
で
民
族
踊
り
を
見
せ
て
い
た
．
作
り
は
よ
り
余
程
小
型
で
あ
り
踊
り
も
地
味
で
あ
る
が
，
変
わ
っ
て
い
る
の
は
ホ
テ
ル
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
．
こ
の
形
が
あ
る
い
は
本
来
の
形
か
も
知
れ
な
い
．

中
央
広
場
に
面
す
る
大
き
な
モ
ス
ク
で
形
は
他
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
．

縫
い
事
・
刺
繍
・
織
物
．
特
に
絨
毯
織
り
・
木
工
・
金
工
等
が
行
な
わ
れ
，
こ
の
地
域
の
特
産
品
の
伝
統
を
維
持
し
て
い
る
．
小
さ
い
刀
や
楽
器
が
面
白
か
っ
た
．

幼
稚
園
の
近
く
の
居
住
区
で
，
殆
ど
ウ
ィ
ー
グ
ル
人
だ
と
い
う
．
子
供
が
多
く
歩
道
に
坐
っ
て
遊
ん
だ
り
家
の
門
の
扉
の
閾
に
腰
掛
け
た
り
し
て
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
が
，
た
だ
遊
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
，
中
に
は
長
じ
た
子
は
小
さ
い
子
の
面
倒
を
見
て
や
っ
て
い
る
も
の
，
親
の
言
い
付
け
で
荷
運
び
や
家
畜
追
い
・
水
運

び
等
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
，
結
構
よ
い
子
で
あ
っ
た
．
ま
た
若
い
娘
さ
ん
な
ど
も
水
運
び
を
し
た
り
し
て
働
き
も
の
の
－
面
を
覗
か
せ
て
い
た

以
前
の
日
本
の
農
村
に
ふ
ん
だ
ん
に
見
ら
れ
た
光
景
で
あ
る
が
，
こ
こ
に
は
ま
だ
こ
の
よ
う
な
健
全
な
風
景
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
．

ま
だ
い
た
い
け
な
幼
稚
園
児
が
何
と
プ
レ
イ
ヴ
な
こ
と
か
．
き
ち
ん
と
決
ま
っ
て
数
々
の
尾
度
り
を
ん
こ
な
す
．
対
に
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
女
と
い
う
の
ま
で
踊
っ
た
．

余
程
上
手
い
（
…
,
）
子
達
の
集
団
か
と
お
恩
い
き
や
，
こ
れ
ら
の
子
供
は
２
流
・
３
流
で
上
手
な
子
た
ち
は
卒
園
し
て
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
．

踊
り
場
，
そ
れ
は
お
客
さ
ん
を
“
も
て
な
す
（
饗
な
す
）
”
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
，
上
流
の
住
宅
及
び
公
共
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
空
間
が
，
こ
の

幼
稚
園
に
も
あ
り
，
子
供
達
が
実
践
を
兼
ね
て
こ
れ
ら
を
使
え
る
こ
と
に
興
味
を
も
っ
た
と
と
も
に
，
踊
り
の
教
え
が
実
際
の
社
会
活
動
の
中
で
生
か
さ
れ
な
が
ら

錬
磨
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
見
て
，
そ
の
教
育
方
針
に
驚
異
の
目
を
見
張
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
．

２
８

２
９

３
０

３
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３
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国。←
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不
明

９
５

東
北

長
春

市
中
心

◆

|
i
方
珊

旧
関
韓
臓

散
開
綿

○

日
本

'
８
８
緯
騨
搬

IW
il

iI
M躯

騨
3
駝
斤
霞
造
り

不
明

(
甑
造
R
C
造
）

鯛
鮒
ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
冠

瓦
葺
き

(
柱
間
硝
子
）

大
窓

(
椅
子
座
）

椅
子
座

(
不
明
）

不
明

９
６

東
北

長
春

市
中
｣
し

、
ｌＩ
ｎｉ
鮒

|
H
離
鰯

薦
M
H
期

日
本

(
髄
不
明
）

都
市
計
画

鮒
i
i
M
騏
剛

賦
鵡
鮪
計
画

ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾘ
祇
鯉

９
７

東
北

長
春

市
郊
外

M
力
珊

高
層
住
宅
諸
族

近
代
型

５
階
連
続
型

甑
造
･
R
C
造
陸
屋
根
不
明

普
通
中
型
窓
不
明
不
明

９
８

東
北

長
春

市
郊
外

地
力
醜

低
層
住
宅

日
本

(
諸
族
）
近
代
型

２
階
連
続
型

恐
ら
く
煉
瓦
造

(
R
C
造
か
?
）
寄
棟
形

平
ら
な
材
料

(
腿
に
|
坏
W
）
積
小
型
め
窓

坐
座
式

現
行
不
明

敷
壁
天

(
不
明
）

９
９

東
北

長
春

市
東
端

M力
HI
i

民
族
館
諸
族

伝
鍛
腕
耀

2
鴎
離
盤
会
嗣
Ｒ
Ｃ
造

Ii
上ﾊ

ﾞﾘ
H鰹

瓦
葺
き

柱
間
充
窓
型

(N
W(

Ii
IM

断艮
鯉）

寵
l
i
l
醗
力

(珊
爪１

１）
不
明

1
０
０

東
北

長
春

帥
ﾎ
ﾃ
ﾙ
Ⅱ

(i
Mt

ﾎﾃ
ﾙ）

地
方
鮒

VI
P宿
iB
1F

下り
(1

2台
?）
伝
綴
腕
耀

2階
iM

i盾
iB

鰯
Ｒ
Ｃ
造

l
i
1
入
り
賑
Ｉ
瓦
葺
き

柱
間
充
窓
型

(
W
1
U
I
W
m
繭
民
腿
）

不
明

(
枅
勵
?
）

;
う
儲
う
1
6
う

比
較
的
広
窓

椅
子
座
敷
装
装
◆



r
1

L
」

鯛
販
弄
市
場
瀧
回
腕
合
施
丘
い
力

Ｚ
ｎ
６

君
野
ｌ
堀
ｉ
ｍ
Ｌ
卜

、

国○『

Ｉ

幕

□、
土

位

立

型

放

開

他
●

板
●

布

れ

流

片
００００■ＢＣＢ００，００戸二一一一（一一．

↑

か
う

さ
脳
●

泣坦
十八．

諸
種
物
品
不
明
i
ス
ー
ク
型
に
！

間
A
ｴ
ﾊ
ﾞ
剛
販
売
市
場
瀦
醜
飴
ｈ
近
い
が
違
う
i
n
I
W
1
i
i
鯉

心
中

市

陽

藩

北

東

Ｉ

２

０

１ １
０
３

東
北

溶
陽
市
内

地
方
鮒

館
内
勤
鯏
；
満
族

磯
鯉
内
臓
i
ｉ
物
置
的
空
間
木
造

切
妻
(
i
i
舷
）
瓦
葺
き

唐
戸
（
I
M
I
､
）

今
立
位

(
謎
馳
）

(
1
1
猫
う
轍
う
）

１
０
４

東
北

藩
陽

市
郊
外

l
u
加
府

高
層
住
宅
諸
族
近
代
型

５
階
連
続
型

甑
造
･
R
C
造
陸
屋
根
不
明

普
通
中
型
窓
不
明
不
明

１
０
５

東
北

藩
陽

市
郊
外

地
方
鮒

低
層
住
宅
日
本

１
１
１
０
棚
I
i
I
鯉
２
階
連
続
型
煉
瓦
造
寄
棟
不
明

榊
盤
(
砿
か
）

(
H
雛
賦
）

爪
1
1
(
斑
飴
）

敷
絵
、
Ｉ

不
明

１
０
６

華
北

北
■
－

風
市
郊
外

j
i
方
珊
か

烟
ｷ
順
j
(
Ｉ
Ｕ
Ｉ
満
族

雛
の
伝
纏
か

池
と
回
廊

平
家
長
廊
下

層
楼
と
塔

2
3
離
A
筋
豆
ﾉ
１
１

切
妻
寄
棟

入
母
屋
角
錐
瓦
葺
き

全
面
開
放
型

唐
戸
開
放
型

立
位
椅
位

不
明
棟
有

舗
無
醐

爪
ｍ
Ｍ
１
Ｗ

１
０
７

華
北

北
■
－

尺
市
郊
外

|
i
方
珊
か

文
化
財

昆
明
寺
満
族

錨
0
伝
鯉
１
ｹ
’

切
妻
寄
棟

瀞
襲
鱸

妬
1
上
塗
り
i
A
脇
人
母
屋

瓦
葺
き

唐
戸
開
放
型

ﾈ
ﾘ
(
艶
か
）

j1
WI
7m
lI
71
(1
１

１
０
８

華
北

北
■
＿

尺
市
郊
外

ni
iH
Wか

ホ
テ
ル

四
海
賓
館
漢
族

-
;
o
帥
ﾎ
ﾃ
ﾙ

R
C
5
：
駒

Ｒ
Ｃ
造
陸
屋
根
不
明

普
通
の
中
窓

椅
子
座

敷
爪
Ｍ
１
Ｗ
Ｉ



住
宅
観
察
用
参
考
施
設
属
性
別
一
覧
表
…
▼
印

庇
1丁 戸Ｉ Fし

函○面

’
’

'
１
１
４
１

１
’

１
外
不
明
’

地
区

居
住
圏
住
区
階
級
業
種
民
族

施
設
型
施
設
形
構
造

屋
根
形
屋
根
材
窓
型

空
間
型

室
内
仕
様

番号

華
西
北

中
西
東

南
北
北

大
中
村

都
都

市
市
落

市
郊
農

内
外
村

労
中
農

働
問
業

者
層
者

労
職
農

務
務
牧

種
種
種

漢
他

族
族

伝
西
晒
近

統
１
日
新
代

烈
烈
邸
迅

囲
丸
_
長

い
字
方

形
形
形
形

柴
組
機
一

皮
積
架
体

式
式
式
式

立
寄
切
陸

錐
棟
妻
屋

形
形
形
根

草
布
瓦
新

薬
皮
石
建

葺
葺
葺
材

’
九
梢
普
梢
広

天
小
中
大
大

窓
窓
窓
窓
窓

草
土
上

土
間
床

敷
舗
座

床
壁
天
井

敷
掛
格

否
否
否

１
０
９

北
部

呼
和
浩
特
市
内

●

ホ
フ
ー
ﾉ
レ
食
堂

蒙
古
族

EI
i帥
に含
tｌ

近
代
化

一
B
の
ﾎ
ﾃ
ﾙ
#
鯉
（
R
C
鍵
ｻ
ﾊ
ﾞ
）

蝿
ﾈ
ｰ
ﾙ
ﾛ
ﾋ
ﾟ
ｰ
o
関
木
造
内
装

外
窓
面
無
し

1M
h．

１１
ﾊﾟ

ｰﾃ
ｨi

ﾉｮ
ﾝ
椅
子
座

(
角
ﾎ
#
識

機
鶏

上
離
日
的

１
１
０

北
部

呼
和
浩
特
農
村

白
馬

伝
統
村

包
他

展
示
地
区
蒙
古

古
来
包

丸
形
包

列
型
密
集
形

(
柴
皮
式
）

(
九
形
）

(
布
皮
葺
き
）

(賑
方l

ﾉﾊ
ﾘﾛ

の｡
；）
(
坐
座
式
）
避
醐
空

１
１
１

北
部

呼
和
浩
特
農
村

白
馬

遠
隔
地

積
石
塔
他

観
光
地
区
蒙
古

古
来
積
石
塔

丸
胎
鰄
鯉

斤
上
忽
丁
型
乱
石
積
式

円
錐
形
頂

輪
形
台

(
石
表
面
）

(
極
小
窓
）

(
立
位
）

芝
蛙
鮒
空

１
１
２

北
部

呼
和
浩
特
農
村

白
馬

伝
統
村

包
寺
院

観
光
地
区
蒙
古

塀
囲
緯
型

蒙
古
寺
院
横
長
長
方
形
木
造

入
り
母
屋
瓦
葺
き

唐
戸
開
放
型

(
坐
位
）

天
蓋
美
麗

絵
美
麗

敷
物
美
麗

１
１
３

北
部

呼
和
浩
特
市
内

地
方
鮒

体
育
館

９ ●

主
に
蒙
古

近
代
施
設

順
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
畷

横
長
長
方
形

峡
ｺ
ｰ
ﾄ
甑
R
艇
Ｒ
Ｃ
造
陸
屋
根
不
明
大
型
窓
立
位

酬
絵
無

１
１
４

北
．
部
呼
和
浩
特
市
内

磯
･
鮪
駆
力
文
教
施
設
蒙
古

塀
囲
緯
型

蒙
古
寺
院
横
長
長
方
形
木
造

入
り
母
屋
瓦
葺
き

唐
戸
開
放
型

(
坐
位
）

顔
ﾙ
ﾘ
蔵

１
１
５

北
部

呼
和
浩
特
市
内

|
日
市
住
民

11
4寺
#i
［

住
居
街
蒙
古

蒙
古
の

伝
統
町
屋

通
路
に

平
入
り

(
躰
甑
E
）

木
造

切
妻
流
造
瓦
葺
き

桟
戸
開
放
型

不
明

(
盤
l
i
b
）

不
リ
(
i
i
う
？

壁
う
？

明
鰍
う
？



Ⅲ
卜
上
部
｣
坪
和
浩
特
雛
継
劉
仏
教
塔
Ｉ
鋼
仏
塔
型
1
八
角
七
重
!
…
1
八
角
錐
型
}
瓦
葺
`
|
小
馴
外
無
:
±
｡
!
面
臘

○
以
前
“
住
居
で
あ
っ
た
も
の
”
の
見
学
…
▲
印

住
宅
地
（
上
述
の
住
宅
２
住
宅
３
が
あ
る
住
宅
団
地
）
を
見
学
．

市
街
地
（
朝
食
は
家
族
全
員
路
上
外
食
，
昼
は
家
に
帰
っ
て
ま
た
は

職
場
で
食
べ
る
と
い
う
，
た
だ
し
路
上
の
清
潔
度
は
疑
問
）

（
注
）
ｌ
：
デ
ザ
イ
ン
は
疑
問
？

あ
れ
が
中
国
の
代
表
の
建
築
・
建
築
家
か
？

地
域
の
人
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
は
，
で
も
あ
れ
が
中
国
式
な
の
か
？

２
：
中
国
人
の
セ
ン
ス
を
知
る
事
が
出
来
る
か

３
：
回
教
徒
の
セ
ン
ス
を
知
る

４
：
回
教
徒
の
住
宅
概
念
の
一
部
を
知
る

５
：
鮮
卑
等
の
空
間
・
シ
ン
ボ
ル
に
対
す
る
セ
ン
ス
を
知
る
．

鬼
太
鼓
打
ち
図
こ
こ
に
あ
る
も
の
は
，
後
満
州
国
皇
帝
椅
子
前
置
き
敷
物
の
図
柄
中
に
も
認
め
た
Ｊ

ま
た
こ
れ
は
，
群
馬
県
一
の
宮
貫
前
神
社
最
上
階
の
窓
脇
絵
柄
・
俵
屋
宗
達
の
絵
柄
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
．

６
：
馬
を
記
念
し
た
塔
，
往
昔
の
現
地
人
が
如
何
に
馬
を
大
事
に
し
た
か
が
分
か
る
．
当
時
は
馬
は
，
さ
ば
く
生
活
で
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
，
死
活
を
制

す
る
手
段
で
も
あ
っ
た
そ
れ
で
，
人
々
は
旅
の
平
穏
，
往
来
の
平
穏
を
祈
念
し
て
こ
の
よ
う
な
塔
を
建
て
た
．
数
え
る
と
全
部
で
７
層
で
あ
る
の
も
興
味
を
引
く

が
，
そ
れ
が
六
角
で
あ
り
上
に
宝
筐
印
塔
状
の
頭
柱
が
付
く
な
ど
，
祈
念
建
築
物
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
が
面
白
い
．
こ
れ
に
よ
り
，
現
地
人
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な

シ
ン
ボ
ル
空
間
に
対
す
る
セ
ン
ス
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

７
：
材
料
は
色
か
ら
見
て
煉
瓦
と
思
わ
れ
る
が
，
他
の
材
料
例
え
ば
甑
で
あ
る
か
は
不
明
．

８
：
こ
こ
で
は
諸
種
族
の
住
宅
の
他
，
居
酒
屋
等
各
種
商
業
建
築
・
官
庁
建
築
・
城
壁
・
城
廓
・
祈
念
塔
・
祈
念
碑
等
の
復
元
模
型
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
ら
に
関

わ
る
諸
民
族
の
空
間
の
造
り
方
，
空
間
に
対
す
る
計
画
の
仕
方
や
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
ス
の
方
向
を
知
る
こ
と
が
出
来
た

９
：
こ
の
映
画
ス
タ
ジ
オ
村
に
お
い
て
は
，
構
造
は
煉
瓦
造
（
甑
造
も
）
石
造
等
の
組
積
造
・
木
造
？
左
の
混
合
，
屋
根
形
は
立
錐
形
・
片
流
れ
・
切
妻
・
寄
棟
・
方
形
.

入
り
母
屋
・
陸
屋
根
等
の
各
種
形
態
，
屋
根
材
も
草
屋
根
・
±
置
き
屋
根
・
瓦
屋
根
・
他
の
各
種
葺
材
，
窓
型
も
窓
無
し
・
小
窓
・
中
窓
・
大
窓
等
の
各
種
窓
型
，

坐
位
も
立
位
・
椅
子
座
坐
位
・
座
坐
位
（
座
敷
座
坐
位
）
等
各
種
の
坐
位
，
室
内
仕
様
（
塔
等
で
は
室
外
仕
様
）
も
床
の
素
土
・
加
工
土
装
・
舗
装
・
敷
物
敷
き
装
・

四○℃



板
敷
き
装
等
の
，
壁
面
の
仕
様
も
素
土
・
素
壁
土
・
中
仕
上
げ
壁
・
上
仕
上
げ
壁
・
素
絵
掛
け
・
額
装
絵
掛
け
．
軸
装
絵
掛
け
・
額
装
字
掛
け
・
軸
装
字
掛
け
等
の
，

天
井
の
仕
様
も
平
天
井
・
仕
様
天
井
（
こ
の
中
に
梁
現
し
・
格
天
井
等
も
入
る
）
・
素
木
天
井
・
加
工
天
井
（
彩
色
絵
や
彫
刻
等
）
・
等
の
各
種
仕
様
が
存
在
す
る
．

こ
れ
は
，
こ
れ
ら
の
建
物
を
造
り
出
す
時
代
・
各
種
民
族
・
そ
の
思
潮
等
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
が
，
そ
れ
ら
の
建
物
施
設
を
支
配
出
来
る
人
達

の
階
級
・
職
業
・
趣
味
・
等
に
よ
っ
て
も
大
き
く
影
響
さ
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．

こ
の
，
官
庁
・
城
・
壁
・
商
店
・
住
宅
・
等
の
復
元
模
型
を
見
、
そ
れ
ら
の
民
族
の
空
間
の
造
り
方
や
空
間
に
対
す
る
セ
ン
ス
を
幾
分
か
は
知
る
こ
と
が
出
来
た

た
だ
，
こ
の
城
廓
内
は
諸
民
族
が
軒
隣
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
な
人
工
の
措
定
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
，
後
で
作
っ
た
趾
が
あ
り
生
活
状
況
の
考
証
も
精
織
と

は
言
え
な
い
面
も
見
え
，
諸
民
族
の
住
宅
正
面
・
屋
根
型
・
窓
型
・
内
部
・
等
の
形
態
・
仕
様
・
デ
ザ
イ
ン
等
で
－
部
参
考
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
が
あ
る
に

し
て
も
，
全
体
と
し
て
は
生
活
様
式
研
究
の
参
考
に
す
る
に
は
少
々
難
が
あ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
感
ず
る

こ
の
地
域
は
，
維
族
つ
ま
り
ウ
ィ
ー
グ
ル
族
が
居
住
の
主
要
民
族
に
な
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
．
が
，
そ
の
他
に
ハ
ザ
ッ
ク
族
や
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
族
等
十
に
余
る
少
数

諸
種
族
の
居
住
の
要
因
，
そ
れ
に
最
近
著
し
い
増
加
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
漢
族
等
の
要
因
も
重
な
っ
て
，
こ
の
地
の
文
化
的
主
導
権
が
住
主
族
の
ウ
ィ
ー
グ
ル
族

に
な
い
よ
う
に
見
え
る
．
こ
の
た
め
か
同
じ
ウ
ィ
ー
グ
ル
族
の
都
市
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
や
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
比
べ
，
ウ
ル
ム
チ
の
表
情
は
個
々
単
体
の
建
築
物
に
し
て
も

設
置
物
に
し
た
も
，
將
又
集
合
体
の
地
区
・
地
域
や
都
市
に
し
て
も
，
何
か
表
情
が
薄
ぼ
や
け
印
象
が
薄
く
つ
ま
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

因
み
に
，
ウ
ィ
ー
グ
ル
（
族
）
は
中
国
で
は
書
物
等
に
漢
字
で
“
椎
吾
爾
（
族
）
，
，
，
略
し
て
“
椎
（
族
）
，
，
と
書
き
表
し
て
い
る
．
‘
爾
’
は
簡
体
字
で
‘
爪
，

と
書
く
こ
と
が
多
い
．
こ
の
‘
爾
（
ｍ
)
，
の
発
音
は
［
r
］
で
あ
る

地
方
の
民
族
共
和
国
へ
行
く
と
，
葱
の
花
の
頭
部
を
思
わ
せ
る
柱
頭
装
飾
の
柱
列
を
用
い
た
会
堂
が
造
ら
れ
る
．
蒙
古
の
呼
和
浩
特
で
も
同
じ
様
式
の
も
の
を
見
た

こ
れ
に
は
或
る
意
味
が
あ
り
，
そ
れ
を
“
解
放
型
，
，
と
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
，
こ
の
よ
う
な
画
一
性
は
諸
民
族
の
嗜
好
・
解
放
概
念
と
空
間
概
念
に
一
致

す
る
の
か
甚
だ
疑
問
．
ソ
連
が
与
え
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
文
化
宮
は
そ
の
後
不
評
で
取
り
壊
さ
れ
た
．
こ
れ
は
，
ソ
連
内
の
文
化
宮
（
そ
の
一
つ
が
モ
ス
ク
ワ
大
学
）

を
模
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
そ
れ
ら
は
現
在
で
は
ソ
連
国
内
否
直
近
の
モ
ス
ク
ワ
で
も
頗
る
不
評
で
あ
り
，
押
し
付
け
デ
ザ
イ
ン
が
不
適
当
な
こ
と
を
示
し
て
い
る

こ
の
大
会
堂
の
中
に
は
，
こ
の
自
治
区
〔
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
〕
の
十
程
の
地
方
中
心
（
都
市
）
の
た
め
の
部
屋
が
あ
る
が
，
夫
々
そ
の
地
方
を
構
成
す
る
民
族
の

デ
ザ
イ
ン
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
．
椅
子
座
位
・
座
位
等
多
面
的
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
．
こ
れ
ら
の
う
ち
の
幾
つ
か
の
室
内
を
覗
い
て
見
た
が
，

豪
華
な
飾
り
の
あ
る
大
き
な
椅
子
や
や
は
り
豪
華
な
敷
物
等
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
た
が
，
細
か
な
と
こ
ろ
は
よ
く
は
分
か
ら
な
か
っ
た

気
に
か
か
っ
た
こ
と
は
，
こ
の
集
ま
り
が
民
族
別
で
な
く
地
域
別
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
こ
れ
で
は
人
々
の
発
明
性
を
萎
縮
さ
せ
眠
ら
せ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う

大
会
堂
室
内
仕
様
は
，
床
が
磨
か
れ
た
敷
石
で
出
来
て
お
り
客
は
滑
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
，
壁
は
上
仕
上
げ
の
壁
面
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

象
徴
的
な
も
の
が
飾
ら
れ
て
い
る
．
例
え
ば
，
部
屋
の
入
り
口
の
と
こ
ろ
に
は
そ
の
部
屋
が
ど
こ
の
都
市
の
も
の
か
を
示
す
文
字
が
デ
ザ
イ
ン
的
に
示
さ
れ
て
い
る

と
か
，
食
堂
部
と
本
館
部
の
境
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
は
彫
刻
的
石
モ
ザ
イ
ク
で
飾
ら
れ
る
等
し
て
い
る
．
天
井
は
高
く
明
る
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
と
お
り
，
照
明
な
ど
も

良
い
も
の
が
灯
さ
れ
て
い
る
．
た
だ
，
如
何
に
も
工
業
的
前
進
と
そ
の
産
物
と
し
て
の
内
装
を
誇
っ
て
い
る
感
じ
で
，
深
い
感
動
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
．

食
堂
は
，
こ
の
自
治
区
（
ウ
ィ
ー
グ
ル
）
の
デ
ザ
イ
ン
の
性
向
の
性
格
を
反
映
し
て
か
，
食
卓
・
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
等
は
立
派
な
も
の
で
あ
り
，
床
に
は
明
る
い
．

上
等
な
絨
毯
が
敷
か
れ
，
壁
面
に
は
象
徴
的
な
絵
画
が
掲
げ
ら
れ
，
天
井
に
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
下
げ
ら
れ
る
等
，
豊
か
に
立
派
に
造
ら
れ
て
い
る
．
た
だ
こ
こ
で

迎
え
て
く
れ
た
責
任
者
が
，
こ
こ
の
元
か
ら
の
居
住
民
族
で
な
く
又
こ
の
部
屋
を
飾
る
諸
文
物
を
生
み
出
し
デ
ザ
イ
ン
し
飾
り
立
て
た
民
族
で
も
な
い
漢
族
の
人
で

あ
っ
た
の
は
，
そ
の
人
が
優
し
い
暖
か
い
人
で
あ
る
こ
と
と
は
別
に
，
何
か
チ
グ
ハ
グ
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
．
前
述
外
観
と
内
観
の
矛
盾
の
問
題
も
同
じ
で
あ
る
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こ
こ
で
食
事
を
し
，
こ
れ
が
こ
の
地
方
の
今
の
権
力
者
の
デ
ザ
イ
ン
の
意
図
・
方
向
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
が
，
現
在
の
中
国
全
土
に
調
漫
し
て
い
る
民
族
的
才
能

（
タ
レ
ン
ト
）
の
不
足
，
そ
の
発
展
の
阻
害
・
萎
縮
・
停
滞
等
の
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
る

球
形
モ
ス
ク
の
一
つ
で
ド
ー
ム
は
緑
色
タ
イ
ル
貼
り
，
本
体
（
本
陣
に
相
当
す
る
所
）
は
石
造
・
窓
形
半
円
形
ア
ー
チ
・
前
壁
面
三
問
分
割
・
壁
表
面
緑
色
タ
イ
ル

貼
り
付
け
の
造
り
で
，
そ
の
回
り
に
列
柱
式
の
外
廊
が
回
っ
て
い
る
．
内
部
は
，
立
派
な
絨
毯
が
敷
き
詰
め
て
あ
り
，
礼
拝
所
と
し
て
の
格
式
を
保
っ
て
い
る
．

現
在
で
も
古
い
市
民
・
商
人
等
の
礼
拝
用
に
機
能
し
て
い
る

１
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Ｖ章仮説の検証

本研究の仮説は「住宅(の文化)におけるアルタイの帯」の検証ということであった。こ

の文面だけではこの内容がどういうものであるか、それをどういう方法で検証するかという

ことは、必ずしも明らかでない。筆者はそれを、住宅空間の諸属性を項目化し、その一つ一

つについて相似(度）・相異(度)を検討し､それによって住宅が所属している母体(集団)の(文

化的)類縁性を出して行くことであると解釈し、そのように実行したのである。

具体的には、日本住宅の研究で浮かび上った問題点を韓國住宅の研究により明確化させ、

更にそれをこの帯の住宅にぶつけて住宅の問題点は何かを検討する、という方法をとったの

である。勿論、反対仮説として漢文化(系)との類似性の方が強いかも知れないということを

置き、それとの対比で問題の追究を深めた。このようにして第Ⅳ章まで追究を行なって来た

が、それを一覧にすると後に示す表のようになる。（表Ｖ－ｌ、表Ｖ－２、図Ｖ－ｌ）。

図Ｖ－１

住宅内空間構成及び室相互交流・室一外交流モデル図

邸内棟配置図室一外交流図室棟別配置図
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表Ｖ－１ 中国住宅民族別住宅内空間諸属性表
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表Ｖ－２
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●表が示すもの（結果）

一覧表から読みとれることは、空ＩＨＩのと')方にしても、床・壁・天井等各空間の内部六mm

の物質的仕様のし方にしても、空間の扱い方(目的、方liilづけ、空Ili相互の連繋、各室と外

部との連なり、棟相互の配置、棟と外部(庭)との関係、等)にしても、更に空間の心理的な

扱い方(家型・構え・各部シンボルデザイン・材料・色調等)にしても、維・蒙・満．鮮．

韓・和等の帯の中の諸族の住宅は相似ないし類似の方向にあり、漢・回等の漢族系の住宅と

は相異の方向にある、ということである。

勿論、問題によっては形式的に形態で追うと、このように邉かには言えない事項もある。

例えば、三合院風・ｌＵ合院風の棟の配擶をとる満族の住宅棟配置や、仇様の床上座をとる維

呑爾族・蒙古族・満族の住宅の12床形式、（軟)煉瓦を敷く維吾鯛族・蒙占族・満族の住宅の

高床座間の中の土間仕様、満族・蒙古族に窺える屋根頂の立ち_上り棟のない丸棟造りや同じ

く入母屋瓦葺き造り、屋根の黄金色、木造、込み合い屋根式建築方式等は、漢族から伝えら

れ漢文化に属する、つまり漢族(系)住宅の特徴であるとする考えも生まれる（中國の多くの

人がこのように主張していた)。

このような論調に対して少々の反論を加えるならば、三合院風・Ｉﾉﾘ今院風の棟配置の問題

では、漢族とその他の民族の|Ⅲ1にその棟配置自身に微妙な違いがあり、文化型として同型と

いうことは断言できないといえる(例えば満族では縁線の交差のしかたの違い等がある)ゴ更

に重要なことは軒先(軒下)と窓・'１１入り口の取扱いのし方の違い、つまり室内と外部との連

結の部分(ピヴォット空間)の取扱いに違いがあるということである。漢族はここをやや不連
フタノキ

続的・遮断的に構成するが、iiMi族はやや連続的・融合的に構成する。ｉｉ術族の場合軒を２軒に

して柱を立て、窓・出入りＩ]は時には全開の形で大きく外部に（この場合は中庭に)、融合

的に連結するのである。この中庭には松が植えられた1)石が置かれたりするが、この石は溶

岩細穴あき石等を用い、松とともにむしろ日本人が日本庭園に用いるものに近く、漢族のも

のとは微妙に異なっており、やは1)同型とは言えない。

このように、ただ物質(棟・棟配置等)の物理的性格(三今院風囲い・ljq合院風囲い等)だけ

では空間の似・否は論ぜられない。これは、全体のまとまり・連結のまとまり、つまり空間

の醸し出す雰囲気・味わい等をも見なければならないということにつながる。このことを川

らかにするためには、研究の方法を変える必要も生ずるのではないか。つまり、生活追究・

文化追究のための図面を採るが、それを従来の概形追究(図面認識においてはl/１００縮尺の図

の認識の程度)の段階に止めず、必要なより細部の内容(l/50以｣三の詳細図をとり詳細の聞き

とりもする等)をとる必要がある。しかも、一部分だけでなく必要な全部分をとり、それを

全体(室や棟や邸)にまとめあげ、全体として見るということをしなければならないと考えら

れるのである。私は、研究方法をこのように考え行なって来たつもりである。その結果、上

の結論を得たと考えている。
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Ⅵ文化の考察

●文化的考察の必要

前章で住宅空間の問題(相似・相異・類似・底在等の問題)を追究するには、その形態・材

質・仕様(施工)等の物質面の追究が必要であるが、更に空間のまとまり・デザイン・潜意図、

空間群のまとまり・デザイン・意図等にまで及んだ追究が必要ということ、つまり究極的に

は“感じ”や“雰囲気”や“味わい"、それに“思わく”や“満意図”等に及ぶ研究が必要

なことを意味する、ということを述べた。

●建築から文化への眼の転換の必要

本章では上述の見方の必要性を認める立場を容認し、文化の相似度の問題を扱うことにし

たい。これは住宅をこえ、他の建築物や構築物へと考察の'1良を拡げる必要があることを意味

する。更にそれは、その他の文化物に、それら文物をつくり出す大本である“心”の問題に

まで及ぶ方向をもっている。勿論、これまで入手した資料は少量であり、それを使った研究

(本稿)だけでこの大きな問題を直ちに解決することができるとは思わないが、このような問

題提起をし、或る部分これを証し、このような問題意識による研究のきっかけをつくるとい

う意味では、意義があると考えている。因みに、住宅をこえた諸問題を項目的に以下に示し

ておこう。

ｉ）他の建築物・構築物：宮殿(執務所）・廟・墓・神祠・仏閣・宗教建築(モスク・塔）・城

館・市場・街・都市・庭・シンボル・等

ii）その他の文化物：絵画・陶器・文字(カリグラフイ）・卉楽・演劇・競技・娯楽・祭り・

行事・儀式・食物・衣服・住卜!；・什器等

iii）心の諸問題：清楚・簡美・華美・絢燗、気遣い・気配り・思いやり・個が利・情・合理、

尚武・怯儒・仁義・利益、集団心・親方世界観・天与世界観・親戚重視社会観・ムラ重

視社会観・儀礼的応待・歓待・応待、外来文化受入心・独自文化形成心、一人前・滅私

奉公・忠・孝・礼・信・慈悲、死生観・他である。諸科学の専門の人々が考察すれば項

目はもっと増えるであろうが、やがて空間の問題に関連ないし帰着・還元する問題は、

大凡のところ上に示したもののようになろう。

－２１６－



表Ⅵ－１

） 他の建築物・構築物

「Ｏ８Ｓ

牙〔椎 両 韓 <漢〉 <回〉日 米英

乱込み屋根Ｉ 乱込み屋根｜乱込み尾根

lIl角川配満１

円墳｜円墳

((M展||張で)｜
（９１Ｉイ９１

門 整併行屋根

？

地下洞

殿 パレス

廟
墓

前方後円型’

連 神 （依代物）｜

屋形覆せ形｜

入州損
流れ造り’

(不彩色）｜

(木造瓦葺き）’

(八角礁）Ｉ

lid （碑）

？

人母ｌＪｉ１
流れ造り

(赤彩色）

(木造瓦葺き）

(六角塔）

９ ９

仏 入肚1鎖
流れ造り

入母屋
流れ造り’

(赤彩色）｜

(木造瓦Ｈき）｜

(八角膳）Ｉ

問 人母屋
流れ造り

(赤彩色）

(木造瓦葺き）

散会
簗

(赤殿色）

|木造几葺き）

施
ウ

宗教建築 I中ドーム
，Ｐｑ方柱

几
又

一
一
二
口 ｜（全面アー

’千）

(全面タイ
ル張り）

城壁lT1壁｜

瓦屋根御殿Ｉ

城壁上壁ｌ城壁上壁

瓦屋根御殿｜瓦曝根御殿

館城 城壁壁

瓦尾根御殿

下町ｉ密集市場

たまに側壁’
ウダツの家Ｉ

市 疎集市場場 ダウンタウン

街 側壁ウダツ｜
出し

道方向｜
全開放’

側壁ウダッ
出し

側壁ウダツ
出し

道方向
不完全開放

側壁ウダツ
出し

道方向
会開放

道方向
完全開放

都
市
・
集

落
中ｌ１ｉ１｣道路｜不直道路不｢[道路不i問:道路｜不直道路

都
庭

ｉｉｉ

間

井型・形道路

街路にエン
ジュ小院子
に火竹桃
（やや人工
的か）

山．111.池・’

自然・潅木･Ｉ
コケ・石・’
橋・ilihl山水Ｉ

低木
潅木
草花
芝生

’（山・’11.
|池・同然）
|辨通樹木

|天上大将軍

|地下女将軍

松

道机神男

道祖神女

松

樺

桜

シンポル

樹木

(場所シンボル的）

樹木

（賞でる代表）

松 槐 オーク

イーツァイ

ムゲシワー

ネ紫
チューチヤイタ才

５Ⅳ〔竹桃 ユーフ

－２１７－



表Ⅵ－２

ii）その他の文化物

６J

－２１８－

■■■■■■■

笈

術

●

'二

１０↓－

.エー

W)（

灘

●

音

曲

●

神

`|ド

'１

１１

１１

維蒙iilili
Ｉ

■ ■

0１

１１

(輔） <ilf〉 <'''１〉 米英

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

消点遠近法

多彩

(写10〔様）

彩色椎Iｌｕ

横書き・上
ゲ文字.

ヘンマンシ

ソフ

ドレミ音階．

ソロ・交稗
楽・オペラ

シェークス

ビア劇

近代劇賜劇

ベレエ

オリンヒソ

ケの技

球戯

舞11門場（「１
動）

エンターテ

イナー（１１

技）

復iilIi祭・ボ
ンファイア

・ハロウィ
－ン・ク’）

スマス

'二のものは
行ﾂﾞﾄﾞでもあ
つ

絵画

陶器

Ｌ－ ′了3古一
入-j‐

濃淡遠近法

等ﾌﾟﾘ投象法

細鞭

絵・iif色絵

(''１.赤．
ｉｆ・緑．
髄）

肩いからす
二、

''１形

表面透１１月

|'｜・色多彩

(柿ｲ｢衛''１
''１．赤）

やや$lll長iIl〔lWi

1lﾙＤ線流れ
関:き

濃淡迩近法（協淡適近法）

等ffl投象法

ﾎﾞ１１１縦功み使い

Ｉ'1絵・彩色絵

(iｉｆ・赤．
緑・他）

１，iいからず「iいからず

ﾘｌ１ｌｌ］形リ'１１１１形

表面透Ⅱ１１ノミ、透明表面透Ⅱ１１

緑i'｢タイル博行系色班紫色

(1ﾐモスグＨ１･篭｡尚店
タイル、展示壷類）
蕊タイル）

(故寓展示
,Mh壷類）

〈)や$'１１長[h:j１１）’１ﾙ<』ﾎﾟ１１１１を''１〔Y'１

!'Ⅲｂ線跳ねＩＩＬじ線跳ね
I；き了１$き

肩ややいかI）

ﾘ|］’'１形

表面通１１１１

薄9'’''１色

'1刺｢|砿）

やや；ＩＩｌｌｉｉｉ〔Ｍｌ１

ＬＩＬｂ線跳ね
許き

平並遠近なし

１１:絵・彩色絵

(色々、
色調異る）

Tいかり

やや’１］形

''１地iii杉

(1)１J欧博物
館展示6６．
他）

1U｢『111Ⅲ〃侭承

左ｲilIlii線通
し

sri二
楽凹

演劇

舞ｌＩｉ

ユLqZ

技ＩＮＩ兄

娯楽

祭’）

１丁事

ｉＩｔ.,い，（iＩＩ１
細)・ｉ１ｌ軽ジ
ョンガラ節

1ｌｂ(漉伎・南
方的か

JH技・足技
的か

ｉＩＩ１に捧げる

祭り嶋会用

(↑１１摸）

|ヤブサメ）

落語･万才．
,i朧談／寄席
(「１技）

村祭り

新年・村内
挨拶まわI）

縦匹墓まい
り

手技・足技
的か

/,YIH〔のifIf楽

祭I)集会１１１

('１１模）

lIljilii競技）

新ｲ|ﾐ・村内
挨拶まわり

祭')ﾘさ会1月

('１１僕）

トンシエ

il1il祭

祈IドＭＭ１Ａ１
挨拶まわり

京劇



表Ⅵ－３

(韓）｜〈漢〉！〈[''1〉 米英輩 満雑1１

全て素材・
'１１［の淀、
iIl1lLk
（中国食）

鴎Ｉ
素材生かす
膚ガラシ１床
（輔{玉|風）

素材生かす.’
生

食

堀･酢･崎ｉＩ
の1床付け
（１１本食）

フトン寝台｜フトン寝台
上に平延べ｜上に平延べ

|布団寝室に
|積み重ね、

iii介せ・夕｜布団寝室に

蒻宣章帯､｜積み重ね.

９
布団寝室に
積み重ね、

衣

Ｒ

布団寝室に｜
積み重ね、，

布団地｜

踞坐・臥坐’
・座ぶとん’

常

長ザブトン.，長ザブトン・

''１形ｉＩ１ｒもた’山形T'ｆもた
れ，れ

住
生

活 繊細な外貌’
(カウンテナンス)Ｉ

野太い外貌’
(カウンテナンス)Ｉ

用

帯戸空間*』１

噸４１を式’

外士川(・Ｉ

草Ⅱ（・台座’

色鏡戸空間｜帯)『空Hｌ１

１ＡＩ（１６式１１〈ＡｌＬ式Ⅱ（ＡＩを式’卜|‘4|を式

外士座・外？外？’外ｔｌＭ
草座‘台座１台141（
・舗瓦座

'1

起居
様式
(姿勢）

Ｉ１ＩＩｋ掛け式ＩＩＭｉ掛け式，腰掛け式

外？’外？

生
活
様
式

|M凡露Ji床'llM瓦潔/伽'ﾀ床棚'`Ｗ板洲|：
｜・洲(床川（

i…i蝋!i'［
！(食物llIIし）

内土間座｜内二ＭＭ（内」ご'１Ｍ（
・台座．縁側座｜・床上川（・床|そ座
･板座・畳座｜

座敷供応川’１`|徽伽ｷﾙﾄ’`|<蝋１Ｍj机｝
屏風

卿|剛⑲づⅢ
・壁飾り

(食物Ⅱ(し）’

外便所便器｜

内便所便器’

侍込ｸﾄmlii聞きＩ

什器 鵬間椅子・Ｉ居間楠ト
'１if’ｌＩｉ子風

,警蕩川い’

外便所｜

侍込オマル’
室内

ソファ・椅
子・テーブ
ル・ベソド

（丁寧|己蘭

のつくり、
据え置き）

[１本住宅(特にPqつ間取りといわれる仇宅に1,Ki静)の帯戸は、広枠・鏡板・中帯のある板戸で、表面ヒカンナイヒlそ

げ(許|チョウナイｔ上げ)でピカビカに1群かれていたが、よりi'｢ぃ形式の住宅(広'111型住宅・－ｹﾞ'１型住宅)では棚や

連ｊＬが枠太・横方向強調模様につくられ、やはりピカビカにＩ溝かれていた。ここは、村行事・家行'１#等の社会行

事を行うところで、この廉き横模様空'''１(帯戸空'''1と総称することにする）はその人と人とが結び今わさる社会結

合行事のためのｆＩ｢j;(をなす空間である。

この帯戸空間を他の民族で見れば、韓ＩＲＩの舎廊棟の舎廊房のマル(板の間)からの入り口の扉がある。これは６枚

の連扉、ハネ上げ式・相互突き付け面になっており、扉の揃い面はＨ本の引違い戸のように凸凹になっているの

でなく平ら(ツライチ)である。新しい改良住宅でも、前広廊式マルから中の部屋(アンパンか)に入る戸は、この

ような磨き仕様になっていた。維吾爾族では、応接の間の後の板扉が綺麗に青色の明るく多色に光る彩色が施さ

れ、蒙古の賓館も一部がこのような類の栗色の仕様(より近代化されているが)になっていた。

(症）

－２１９－



表Ⅵ－４

iii）心の諸問題(空間や諸物品のデザインをそうさせる基になる,心理）

維 蒙日 満 蝉 漢 １１１１１米・巨英

素材好き

透明好き

尚武

寛恕

利

仁儀

不塗り’

透明表面１透明表面

尚武｜

（不容恕）｜

急利｜

義理・人情’
（(['し内側｜
だけ）’

上あれば集｜
り得る
/将校舵１１
れると典’

達は鳥什｜

の衆にな（旧
↓

上から都市計l
Uiilしなければ’
無秩序に
ポランタリー’

の不ｌ１Ｉｉｊｌ〔｜
｜｜

タテ社会・親１
万花義・各｢Ｉ１
Ｉｌ１ｎ無意兇ｒｌ
義蝋'無投票全’
俳致櫛Ｉ

FUWiT北
透面表面

愛スポーツ

理恕

功利

(不容恕）

対

物

小中心の集｜
まり

／洲iでの）Ｉ
強|,'ilな小’
（集ｌＨイヒノＩ

集団化心 Ilihlが集まり
得る
／将校殺さ）
れても、
兵中代役
が出て処
(理ノ
整然たる街
区・民主・鋪
石の都市計画
がある
ポランタリー
の成立

Ⅱ

ヨコ社会・代
表花義・答、
有意兇醗・
投票多数欄

剛

対

人

観

対

_上下心
（平等問題）

役員・職員’
同食同lllll
(洲餓・I
iillllll）

役員・職員
別食別１１１１

（カンティー
ン・レスト

ランの別、
各自服）

世

人造世界観
革命世界観

成る世界観’
王道Ht界観Ｉ

世界槻 天命枇界観’
革命１１t界観｜

／無爲にい’
て化す｜
｜鰍・道１
Ｗ〔ノＩ

界

観内容 /'１１筒Mj者）
式、全体
一我意兇
への'１１i}一
｝1本化仏
散への鼎
(依ノ

/最儲無）
責任
中資制Ｈ
(切りノ

/民主二仁義）
ｎ由i義
博愛麟
(平等f撚ノ

観

責
と

任
り

(M附処） (辮処）

の
方

＊２：満州朝の0坪に、［}本人は尚武(廉潔)でわれわれ(満人）と同じような'１′|瓶をもっておし)同頬だ、と記している。

＊３：韓国は儒教が艦んと言っているが、氏俗心(＝氏族心)にそのような底流があり、紙の上の教えが来て習合したの

ではなかろうか。西洋のキリスト教が、その基底に西洋原始心性がありその上に形としてへプライの教えが流れ

あのような形になった（グリム）と考え二れているように。［１本の仏教も、その深底に[1本人の心性を据えたもの

に変化して成り立ったと考えられる(各戸の仏１１１１、先ｌＩｌｌ位牌の安置とそれを仏として}|:む等のこと）。また、戦前

の新旧キリスト教・ロシア正教は基本骨格のところでいわゆる神道化していた(村上重良氏説)。

＊４：日本では、人が意兇を持ちそれを吐くと「それはお前の個人の意見だろう」などと言われ、大勢の人の意見を集約

しているのではないとされて価IliYの低いものとされてしまう。米英などでは「それでイドは１１１を言おうとしている

のか」と訊き、次の説明を待つ。そして、自分が反対の意見であっても「その点は僕も気付かなかった」とか、
「そういうことは世界の誰もまだ言っていない（または証していない)、君が初めてだ」とか評し激励してくれ
る。
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表Ⅵ－５

雑 豪 満 (輔）１１ 漢 IJI｜米・英

制度
（人材登用）
富中

妥
舎

女性

男’１ﾉﾄﾞ

務

女｜ｲﾄ

男性

女*５１

人Ｉ 南 官

制
度
・
習
慨
・
社

執

なしＩ

氏族・家柄｜
(寺院・大学）’

な

科

１
－
１
－
－

し
拳

(科拳)＊５１（科拳）

挨拶

呼びかけ
熱？７ケ｜
／といろいろ’
あり

ウェイにＩ
の種の言葉｜
の数が少な’
い）

ヨボセヨ（た

まにヨボーノi1Ｍ
しいIllIIlli）

ハロー。

,､、イ・セイ

へ
玄

交 流

般

構
成
原
理
力
観

天気の挨拶｜
(コンニチワ）Ｉ

|机手の状態
Ｉ（アンニョン
’ハシムニカ）

杣手の状態｜
にイハオ）Ｉ

相手の状態
(ハワユー）

特
格Ⅱ １

別
別 ヨゴト｜

明るい発展的’
話題

情緒的進行’話の内容 蝿論的・契’
約的進行Ｉ

社会（構成）観 最Ti7i位のもの’
承認＝公・上｜
(親方･天皇）’
長それに棒｜

げる→下され’
ず？

(帰一観・赤｜
子観）

鹸而のもの承’

,M1＝犬（１１１，｜
非'１１帝）」'1帝’
(支配荷)天に｜
そむけば次の’
１１１帝(Ｉｉｊ,姓)に｜
革ぬる(革命）’
食わせる責任Ｉ

支配者の承,ＭＪ
労働椛牝の就
万

対等契約の関
係（非上下）

(注)＊５：妥女は嬬姻の形ではなく被使用人であるが、地方の豪族から選ばれ物と人の組として宮中に送り込まれるもので、

天皇氏と地方氏族との関係、権力椛造をMd定する－－要|犬|と考えられるものである。勿論、妃や婿が在地有力豪族

から出され、天｣11.氏はその上に乗って力を得て行った(例、↑|【武天｣１１.秦氏)ことはあるが、これら女系で政治機構

と権力の基礎構造を築くやり方は、キリウイナのやり方(Ｂ・マリノフスキーのトロブリアンド島の報杵にあり）
と似ている。

＊６：情は漢人の地のIli航後科拳の制度を取入れた(漢人融和策として)、漢満は枇界観が違っていたのか、これ満漢非

同一仮説の根拠の一つ。このIWi人材益111の方法と族貝の心の平安との問題については、社会描成論の一つとして
今後よりつめて研究する必要がある。

＊７：自分が自分の分に応じて尽くせば(捧げれば)、言挙げ(要求）しなくとも最上位のもの(神＝現代では社会全体

と認識されているようであるが)から下されるもの(例オミゴク）として日常生活のあらゆるものがその時の(分

に応じた)必要最少要量は得られるとする思想。日本では、しばしばこの神が天皇と－体として考えられた。

－２２１－



(注)※ｌ：日本住宅(特に四つ間取りといわれる住宅に顕著)の帯戸は、広枠・鏡板・中帯の

ある板戸で、表面上カンナ仕上げ(昔上チヨウナ仕上げ)をされた後手拭きでピカピカに磨か

れていたが、より古い形式の住宅(広間型住宅・一列型住宅)では棚や建具が枠太・横方向強

調模様につくられ、やはりピカピカに磨かれていた。ここは、村行事・家行事等の社会行事

を行うところで、この磨き横方向強調鏡戸様模様空間(帯戸空間と総称することにする）は、

その人と人とが結び合わざる社会結合行事のための背景をなす空間である。

この帯戸空間の類が他の民族でもあるかを見れば、韓國の舎廊棟のマル(板の間)から舎廊

房への入り口の扉がこのようになっている。これは６枚・ハネ上げ式になっており、かつ閉

めたときに日本の引違い戸のように凸凹になっていないで平らになっている。新しい改良住

宅でも、前広廊式マルから中の部屋(アンパンか)に入る戸は、このような磨き仕様になって

いた。維吾爾族では、応接の間の後の板扉が奇麗に明るく多色に光る彩色が施され、蒙古の

賓館も一部がこのような類の栗色に光る仕様(より近代化されているが)になっていた。

※２：満洲朝の書に日本人は尚武(廉潔)でわれわれ(満人)と同じ性質をもっており同類だ、

と記されている。

※３：韓國は儒教が盛んと言っているが、はじめ民俗心(＝民族心)に物事を四角に考える儒

教様の思想の柤流があり、後に漢籍という紙の上の儒教の教えが来て、それが前のものに習

合したのではなかろうか。西洋のキリスト教が、その基礎にキリスト教伝来以前から存在す

る西洋原始心性があり、その上に形としてへプライの教えが流れ、あのような形になった(グ

リム）と考えられているように』日本の仏教も、その深底に日本人の心性を据えたもの(神道

と源を同じくする心性)があり、仏教がその方向に変化した故成り立ったと考えられる（日本

化仏教の世界観や各戸の仏壇・先祖位牌の安置とそれを仏として拝む等のこと。これらの中

には本来の仏教では許されないものがあろう）。また戦前の新旧キリスト教・ロシア正教は、

基本骨格のところでいわゆる神道化していたとする説がある(村上重良氏・他)。

※４：日本では、人が意見を持ちそれを吐くと「それはお前の個人の意見だろう」などと言

われ、大勢の人の意見を集約しているのではないとされて価値の低いものとされてしまう。

米・英などでは「それで君は何を言おうとしているのか」と次の説明を待つ。そして、自分

が反対の意見であっても「その点は僕も気付かなかった」とか「そういうことは世界の誰も

まだ言っていない(または証していない)君が初めてだ」とか評し激励してくれる。例として、

ロンドン大学のサイムズやヒリアー、それにサンパウロ大学のワウフリード、の諸教授の、

筆者に対する言がある。

※５：妥女は婚姻の形ではなく被使用人であるが、地方の豪族から選ばれ`物，と人の組とし

て宮中に送り込まれるもので、天皇氏と地方氏族との関係、権力構造を規定する－要因と考

を得て行ったが、これは中心の大首長が配下の各部族長の姉妹をその後子供に物がその部族

から贈られる制度付きで要るキリウイナの婚姻のやり方(Ｂマリノフスキーのトロブリアン

ド島の報告にあり）と似ている。

※６：清は漢人の地の占領後、自己の故地をも含めて科學の制度を取り入れた。これは漢人

融和策として行なわれたが、漢・満は世界観が違っていたのか〕これは、満・漢非同一仮説

の根拠の一つになりうるものと考えられる。この種人材登用の方法と族員の心の平安との問

題については、社会構成論の一つとして今後よりつめて研究が行なわれる必要がある。
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※７：自分が自分の分に応じて公に憲〈せば(捧げれば)､言挙げ(要求）しなくとも、最上位の

もの(神＝現代では社会全体と認識しているようであるが)から下されもの(例オミゴク）とし

て、日常生活のあらゆるものがその時の(分に応じた)必要最少要量は得られるとする思想。

日本では、この神がしばしば天皇と－体として考えられて来た。

※８：日支同文等の問題、後述。

以上の評を見ると、住居空間の或る点（しかも起居様式や空間表現様式等基本的な要素)に

おいて、帯内諸民族の相似性・帯外(この場合漢系〔漢族住居・回族住居〕）との相異性が検出

されるとともに、ｉ）住宅以外の建築や構築物・設置物においても、いくつかの点において

帯内の相似性・帯外とのﾎ'1異性が指摘できる。更に、ｉｉ）建築・構築・設置以外の諸生活品・

文化物品についても、いろいろの点で帯内の相似性・帯外との相異性が言えそうである。そ

してその裏には、空間や物品をそのような形(デザイン）にさせている基になるある力がある

と考えられるのである。iii)心の問題に関しても、味や気性やそれらに基づく嗜好性・習性・

習慣・世界観等の点において、やはり帯内の相似性・帯外との相異性に気付く。これらは例
カラタケワ

えば、個竹割り的気性・淡白・商売上手．直|青・思い込み押し付け・寛大・高度政治的・天

への考え(世界観、実は人への考え〔社会観〕)等の外貌をもってあらわれるが、その基にやは

りｉｉ）で述べた底の力があるように思われる。これは一説では人間の大脳で、新皮質的とい

うよりも、旧皮質・古皮質的な（ところの)働きにより生まれるものと考えられるもので、教

育や文化の伝播や移転等では変え難いと考えた方がよさそうな事柄であり、その基底も教育

や伝播等文化移転によって変え得るというような説明では説明がつきかねるものということ

である。

実は、建築や物品(生活物品・文化物品)の形や色や味わい・雰囲気・シンボル性＝表示性

等の形・デザインを形づくる源は、やはり上述の大脳旧皮質・古皮質的な作用と同じものか

ら来ると考えられている。これは、これらをつくるとき作用するばかりでなく、これらを使っ

て習'慣になるもの(例えば「座に坐る」とか「座にごろっと横になる」等)にも同様に作用す

る。つまりこれらは、情動・習慣固定化等を司る頑固な大脳皮質作用に多分に依存してでき

た結果のものと解釈できるということである。もしこのようであるとすれば、形・デザイン

等の文化(物)の傾向、その下敷きになっている心、習慣になった生活形態・生活様式は、住

宅空間形成、いやそればかりでなく生活形成従ってそれらの計画にとって『第一義的要素』

に数えられなければならないではなかろうか｡ただ、このことは今lulの研究では“ＩＨＩ題提起”

されたに過ぎず、これらの確証はこれからサンプル数の増加、帯外のより深い追究(漢系の

特色の特定、南の帯５〔複数か〕の特徴の特定、漢系：南の帯：北の帯机瓦問の相似性・相

異性の同定・異定の検討)等により、更にはっきりしたものにして行かなければならない。
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結章まとめ・言えること

●今回の研究のそもそもの問題

そもそも、本研究は何のために始められたのであったか。それは、序章及びＶ章で述べた

ように、住宅・住居について“アルタイの帯，，を確認する、ことができるかを証明すること

であった。しかし、何故“アルタイの帯”などを確かめる必要があったのか。

実はこのことの裏には、住宅計画・建築計画の底に横たわる空間的問題から文化的問題・

心理的問題、更に哲学的問題にいたる解かねばならない基本的にしてかつ深刻な問題が、今

の日本の学問．施策思想の中に潜んでいると考えられるからである。では、その問題とはど

んな問題だったのであろうか。

それは簡単に言えば、間取りの問題では、Ⅱ本の住宅．生活様式を例えば２ＤＫや３ＬＤＫ

更に４．５LDK等のｎＬＤＫに向かうもの、イス・テーブル・ベット等を使うイス坐式起居様

式に向かうものと認識．理解し、それを基本にしてこれからの住宅設計を行なったらよい

またはすべきだとする説が、世間ばかりでなく－部学界．官界等で一般化し唱えられ(ﾛ自制

し)ているように見えるが、果してこれでよいのかという問題である。また都市や農村の自

力建設の住宅では民衆はこれと異なる方向の間取りの住宅をつくっているが、これはこれか

らの住宅建設の方向としては間違っているのか、等の問いに答えることでもあった。

このように、学問的に出された“今後の間取り論'，と“民衆の間取り傾向”の間には大き

な差があるが、われわれはこのどちらを推したらよいのか。もし“民衆の間取りの傾向”

が誤まりであるとするならばそのような方向に行かないよう民衆を説得しなければならない

し、逆に“民衆の行く方向”に理があるとするならば“今後の間取り論”は更なる反省が必

要とされることを民衆に代って主張しなければならないであろう。

－番間題なのは、前者の論の人達が唱えている「座敷＝格式空間論／近代式様式論」等で

あり、それは『座敷否定論』『椅子坐移行論』（＝近代化論)であった。座敷否定の理由の-

つとして、座敷．床の間等の“座位決定能”が人の上下関係をもつくる、坐る式姿勢は封建

時代の上下関係を固定化させる、非能率的・非衛生的でありすぐには立てないから、等とい

うものが挙げられている。そして多くの場合、その基に儒教的起居様式があると説く。これ

らは実は学問的にはまだ証明されていない事柄である。だから、唱えられたときに即「果し

てそうか」という差異法的アンテイテーゼが提供され“反対事例が探られ'，真偽の検討吟味

がなされなければならなかったものである。が、多くの人達がこの疑問も起こさずその検討

も経ずにこれに賛意を示し、あとは一致法的な追証を出しただけであった。この追証で一番

遺`憾に思うのは、(主に農村の)住宅の「プライバシー室化論」「中廊化型論」「ｎＬＤＫ型論」

である。住宅全部がこのような型のものになるとする論で、農村住宅改善指導の面ではすで

に住宅側．住民側から一部で不満が出、中には実害が出ていると感じられているものもある

のである。

これらの問題の背後ないし基底に、（空間)計１１１，iについての考え方の問題、更に哲学の問題

がある。科学的に得られた原理の応用、つまり“学問的産物の応用・利用・適用論”は、自

然科学の中で特に合成(化学の部分)の''１でとられている方法(考え方)であるが、建築計'１１１'学

でもこれと同じような“部分法則の発見→適用による全体の構成をする形の計画論”が行わ
スノし

れている。この底には、“こうすればよい結果が生まれるからこうする＝為るの思想”とい

－２２４－



う（自然的)主意主義が基調として流れていると見られる。これに対して現在、“民衆の中で
ナノレ

実際に行なわれる実体を基本|こ全体を構成すべきである＝成るの思想'，という、非主意主義

的自然主義的行き方が唱えられている。この考えに立って前者の方法を見た場合、それは時

として夢幻体と見えるのである。（ソ連・東欧等で行われた共産主義は－つの主意主義的計

画型であった。そしてそれは、実際的には夢幻体であり、失敗であることが判明した。しか

し、その失敗にいたる計画の構造は理論的にまだ証明されていない。これは、今後の計画学

(広い意味の)が解明・証明しなければならないものではないか｡）

この主意主義か自然主義かの問題を明らかにするためにも、本研究は基本的な資料を与え

ることになったと考えるが、この問題の余緑として“漢族の左右対構四合院風間取り好き”

が、漢族の内的な力の一つの自然的な発露の形・社会的自力発揮型ではないか、という初歩

的なしかし重大な仮説に到達したということを報告しておこう。もし、この型で、この住宅

型で形成された家族中心的経営を基本にして社会を組めば、或は中國（といっても漢族社会

のみを指す)は、生産も社会も文化も本来の伸長の姿を示すかも知れない、という“成る”

の考えから見た(社会)計画仮説が成立し得る。家族の制度を古い制度とし、それとたたかう

姿勢を変えていない中國当局の現状から見て､現実にはこの案はとり入れられないであろう。

中國当局は､この意味で住宅の間取りの形としての三合院・凹合院を取らないのではないか、

いやむしろ排するのではないか、と考えられる。しかし、民衆はどうか、どう志向するかは、

別に研究する必要があるのではないか。

※：本能．民族性．古皮質旧皮質的反応・習`慣・習性等の優位、それから発展したものを

基本とするの意と解釈することもできる。

●予備研究としてのブラジルＨ系人の住居の研究及び韓國住宅研究で分かったこと

日本の住宅は万國共通ともみえるｎＬＤＫの間取りではなく、“日本独白の型”をしている

のではないかという「反ｎＬＤＫ論｣、つまり“ｎＬＤＫ論”に対する「アンテイテーゼ」は、

サンプルが日本の住宅だけの場合孤立してその確証や確認の点で自信がもてなかった。

そこで、日本の人が移民して生れたブラジル日系人はどのように住宅に対して(生活的に）

反応しているのか見ようと考えた。筆者がブラジルで見たものは、西欧的住居環境に閉まれ
オモテ

ている日系人の間の、ブラジルの伝統|こはなかった床上座敷・上足・脱靴．膝つき生活、表
ウラ

空間見せ(裏空間見せず〔ブラジル人は白人系も黒人系もともに、裏IHIの寝室・台所等もくま

なく見せるのに〕）、室内整理下手、簡素直線(床の間様)好みとそのような空間の形成、等の

傾向であった。

また、隣國韓國の住宅を見ることにした。留学生も来ていて前に幾分か分かっていたが、

実際に行って見ることにしたのである。そこで見たものは、日本住宅の丸写しではないが、

何かとてもよく似ている、特に日本の南九州以南・その他の地域に見られる横一列型住宅の

間取りに似ている生活空間であった。それを箇条的に次に記して見よう。

①土間と板の間と紙敷間(温突間)の３種の床間からできている（日本の土間：板間：畳

問に相当か)。

②この板の間と温突間は脱靴.上足●坐臥姿勢の生活様式の間である（日本でも板の

間．畳間は脱靴)。

③板の間では敷物を敷きそこに人を招き入れるが、小机または小盆に茶菓を盛って出し
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接待する（日本でも、板の間敷物招客・盆盛茶菓接待をする)。

④板の間は吹き抜けで梁組が見えるようになっており、木組・木材の表面は磨かれて

光っている（日本でも以前は土間・板の間〔広間〕の天井は吹抜け・梁見せ・梁化粧〔磨

きも含む〕であった)。
サランチエ ユカマ オンドルパンアンチエ

⑤舎廊棟も､①と同様の３種の床間をもっているが､板の間と温突房(内棟lこ相当すると

ころ､続き間になっている)の間の木の扉はピカピカに磨かれ、日本の住宅の中の間(板

の間・広間)の帯戸のような様相を呈している。ただその納い方はハネ上げ式である

が(日本では、帯戸空間または大木枠古色磨き艶出し・背枠壁同様仕上げ)。
アンチエ アンパンマールー

⑥内棟(母屋に相当)の内房と板の間'よ庭(中庭)と連繋して儀式・行事空間となる（日本

でも板の間〔広間〕は集団待合強化的儀式空間として機能）。
パンマールー

⑦室(房と板の間)は中庭にむけて全面的(板の間)にまたは広く開けている、室の扉はタト

方開きである（日本では､土間と前､板の間と前庭､畳の間と前(園)庭が緊密につながっ

ている)。

⑧最近の発展として、舎廊棟・内棟が直角Ｌ字型に接合された住宅が発達しているが、

舎廊棟部分の板の間は日本住宅の広間(板の間)のように、それに続く房は日本住宅の

２間続きの間のように、内棟の板の間は日本住宅の洋式居間のように、内房は夫婦の

部屋兼家族の集りの部屋(坐り姿勢)のように、越房は老人その他の家族の部屋のよう

につくられる（日本では、旧型の部分にザシキ、新補の部分にｎＬＤＫ様の空間がつく

られる)。

以上、韓国住宅の特色及び傾向は、日本の住宅とピッタリ一致するとまでは行かないが、

四つ間取り型及びその他の型の住宅空間構成部分にかなり合致するものを持っている。これ

にひきかえ、漢族の三合院・凹今院の住宅は、すべて土足床であり床上座はなく、旧型部分

の空間対応も新型部分の発展型対応もこれ程似ていない。

●其の他の諸問題の考察・試案：

．「四合院」等の左右対榊型の住宅の入り’1右ズレの問題について

漢族の住宅は「四合院」等が示すように左右対穂の型になっている。何故このようになる

のか｡これらの問題は形の問題として把えられているが､このことだけではことの真の理解.

深い理解に達することは難しいと考えられる。機能を超えて整形と感じる形をとるという説

明は理解できるとしても、ただその形が好きだから・色が好きだからというだけの理由では

説明がつかない。より深い理由があると考えなければならないのではないか。

また入り口右に寄る問題にしても、例えば満族では土間一(土座・板の間)－床上座が横並

びにとられ、入り口がその士間にとられるから偏ると言えるし、漢族では逆に子供達を内に

平等に置いて一家(漢族式拡大家族)で経営に当たる形であり、その形が心理的に漢族にとっ

て一番生活経営がし易い形・能率的な形だからと考えられる。更に、この形は漢族の無意識

の社会観が空間にあらわれたものとも解釈できる。（日本の住宅空間構成が日本人の社会観

〔現実には神・仏観の形をとるが〕を表わしていると考えられているのと同じように)。

このように、裏の事情をも考慮すると形がそのようになった理由が理解し易いのではなか

ろうか。
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(注)※：この形が中國人(漢族)が一番自然にとりたがり、生活経営としても或いは條件の下

(きびしい條件●外からの公的援助の少ない状態〔例えば台湾や江南の住居の例等〕)では一番

能率や防禦の性能のよかった体制と考えられる。

．「昔同じ堅穴に住みながら現在何故このように異なって来たのか」の疑問について

現在の日中両國の住宅間取りの相異を認めるが、昔同じ堅穴であったのに何故現在このよ

うに違って来ているのか、現在も同じであるべきではないかという説がある○この説は、中

國(漢族）．日本(大和族)の文化の同根説の-種と考えられるものである。更にこれは、日本

の人々の住宅空間要求は都市も農村も同じで、それはｎＬＤＫの方向に向いており、起居様

式も椅子坐の方向に向かっているという説とも同類の関係にある。この説は、これまで日本

の計画思想(住宅平面計画)の主流をなして来ていると考えられるものである。またこれは、

生活の発展の過程、形式の万民(國．民族を問わず人間すべて)同根説またはより適した言い

方では万国同基底説．同形要求説につながっていると考えられるものである。

しかしこれらは、今回の研究によってまた更に他例の考察を深めることによって、このよ

うにはただちに言えないのではないかということが分かって来た、と仮説として言えるので

はなかろうか(このことについては、すでに何度も触れたので詳細省略)。もし、以上の仮説

が正しいことが証されるなら、これらの裏にある思想としての様式主義．インターナショナ

リズム．中國源主義(文化伝播説と関連）・中國－円同質観(民族の差別なく使用物品の形等

〔含デザイン〕が一様に採用されると考える考え方)等は反省ないし見直しを迫られることに

なると考えられる。所謂科学的同定法による排地域的●非民族的・非國別的空間計画論及び

生活計画論．その計画による満足論等も、顧省の必要に迫られると考えられる。この考えの

基になっている“イス坐化＝近代化論”等も同様であろう。

●これから、唱えるべきこと

・真の要求の発現の把握の必要→その把握は『民族主義』叢による方法が正着ではないかの

仮説→日本文化論に(－部の)理があるかを問題にすること（今後の検討の必要の提唱）

・計画は深生活要求に基づいてなされるべきこと→食・寝分離論、それに連なる諸論等は深

い考察なのかの反省の必要

．すでに民衆(民族)の中に芽生え成形成功したもの・その発展形(型)を計画の土台及び基礎

要素にすべき（これまでの計画論は化学の合成論・機械の組立て論と同様ではないか、生

物の新種育成(育種)の考えを参考にする必要はないかの検討必要)→歴史の尊重等の提唱

・ポストモダーン要求にいたる人間心理(モダーンにあきたらない人間心理)の深い理解＝一

つの概念にとらわれない(特に誤まった科学主義等にとらわれない）（バルト三國の問題や

スローベニア・クロアチアの問題等も核心のところで理解し、研究対象になっている民族

の問題をそのレベル、つまり生活・文化の面で捉え精査する）等の提唱

(注)※：但し偏狭な２０世紀前半までの「我利的民族主義」ではない．深生活要求・文化要求・

万民の相互扶助を基礎にした『真の民族主義』である。

－２２７－



〔断り〕

本論文は本来下記に示す章立てで発表する予定であったが、今回その全部を発表すること

ができず上述のようになった。全文は他日何らかの方法で発表したいと考えている。

1991年９月９日筆者。

記

序章：問題と仮説

問題は何か＝日本住宅のプロトタイプの特有性の隣接帯国住宅の型(近類型)による確

認とこの近類型の底在型をアルタイ系(型)とする仮説(漢系はこれと別の意)。

Ｉ章：調査の経過

日程表＝1991年７月24日から８月２１日に至る中国調査で前期調査と後期調査に分かれ

ているが、その表の掲示。

Ⅱ章：訪問の住宅

訪問住宅表＝中国の中部・南部・西部・北東部・北部諸地方の住宅の一覧表、部族的

には漢・回・維・蒙・満・鮮の諸族の地域。

Ⅲ章：各戸の説明

戸別の説明＝附表の住宅諸元表並びに平面図を参照しながらの住宅の様子・同判明部

分の詳細・生活・同詳細等の説明。

Ⅳ章：住宅の分析

問題点の分析＝各戸の基礎条件と住宅・生活に現れた現象との関連分析、特に地域

別・民族別にその特徴が現れるかに関心を至す。

Ｖ章：仮説の検討

仮説の検定＝上掲の問題点つまり日本と隣接帯国の比較の原則に沿っての日本住宅の

典型に備わる特徴点の隣接帯国の住宅に存在することの同定。

Ⅵ章：文化の考察

文化相似度＝住宅・生活の相似の比較、その他の文化的特徴点の相似比較、芸術的完

成・心理的対人観等に至るまでの相似性・異質性の検討。

結び：まとめ・言えること

唱制の確度＝今回の研究での漢・維・満・蒙・韓・日の資料だけでアルタイ系を言え

るかの問題は後に残される、なお引き続いた研究が必要。これを以下に示す。

ｉ）中国南西部とそれに連接する地帯の研究(貴州省・雲南省・西蔵越泰ネパール)。

ｉｉ）維族連接地域＝トルコ族地域・同連接地域の追究。

iii）その他の対比民族地域の研究(太平洋地域)。

附章：住宅諸元と採図平面等＝ポリネシア・メラネシア・ミクロネシア・アイヌ・ツングー

ス地域

住宅の資料＝住宅諸元別戸票(分かったもののみ記入)。

採図した平面図(採れたもののみ)。

住宅・生活の写真(撮れたものの－部)。

－２２８－
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